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昭和54年度国営伊那西部農業水利事業 (西部送水管西箕輪地区)の一環として,伊

那市西箕輪中条にある宮垣外遺跡 。天庄Ⅱ遺跡・堀の内遺跡・小花岡遺跡の発掘調査

が行われました。

西箕輪地区は経ケ岳山麓より広がる扇状地面の頂部附近に位置しています。したが

って日当りも良く,水の便も良いという二つの条件で遺跡も数多 く発見され て い ま

す。遺跡数の多い割には,発掘された遺跡はほんの数例でしかなかったが,今回の四

遺跡の発掘によって,山麓地帯の古代文化解明に大きな役割りを果たすことと思いま

す。

次に遺跡の成果について述べてみたいと思います。宮垣外遺跡では住居址 6軒,竪

穴 6基,土拡13基 ,集石址 1,集石土拡 1,柱穴群 1,天庄Ⅱ遺跡では住居址 2,堀

の内遺跡では堀址 1,建造物址 1,小花岡遺跡では住居址 1,土拡 2であった。

報告書刊行に当たって,こ の発掘調査の実施に深いご理解をいただいた関東農政局

伊那西部農業水利事業所職員一同, この調査に御協力いただぃた調査員の諸先生,並

びに作業員一同,関係各位に対し,深甚な謝意を表する次第であります。

昭和55年 3月 4日

伊那市教育委員会

教育長 伊沢 一雄



まえがき (官垣外・天庄Ⅱ

位  置

堀の内・小花岡遺跡の環境)

官垣外遺跡は長野県伊那市大字西箕輪上戸に,天庄Ⅱ・堀の内・小花岡遺跡は伊那市大字西箕輪
中条に,御射山山麓より東へ押し出した山麓扇状地の扇頂部に位置している。遺跡地の現況は各種
であった。宮垣外・小花岡遺跡は桑畑に,天庄Ⅱ遺跡は竹林,山林,原野に,堀の内遺跡は桑畑,
山林にそれぞれ利用されていた。西方の押し出しは厚く, ローム層の上に各種様々の大きさの土砂

が堆積していた。

遺跡の存在する地点は北から宮垣外遺跡,天庄Ⅱ遺跡,堀の内遺跡,小花岡遺跡と標高890～920
m前後の所に南北に順々に連らなっている。

四つの遺跡に至るまでの経路は二つの場合が最も一般的な考え方である。一つとしては,国鉄飯
田線伊那市駅を降りて,伊那市街地を経て西に向かって,大萱,荒井線を約 3 kmほ ど遡ると信州大
学農学部の白ぃ学舎が左側に見える。さらに,西へ lhほ ど行くと,西箕輪小学校の校舎が見え,
校舎より少し手前が四つ角となっている。この一帯は西箕輪の中心地で,農協,小学校,中学校,
伊那市役所西箕輪支所等の公共の建物が建ち並んでいる。この四つ辻を右手に行くと,羽広に,左
手に行くと,梨ノ木,上戸,中条を経て,与地に至る。四つの遺跡に行くには先に述べた地点 よ
り,左手に行かざるを得ない。四つ角より1.5kmほ ど行くと伊那バス上戸停留所があり, ここを西
側へ50mほ ど入った一畿が官垣外遺跡である。天庄Ⅱ遺跡は官垣外遺跡と南側で接している。堀の

内遺跡は伊那バス中条停留所のある近くの道路を西へ折れて,中条公民館の前を通りくねくねした

道路を 500mほ ど行くと自鳥喜千子様宅があり, ここで立ち留って南側をみると大きな森が日に映
る。このなかが堀の内遺跡である。遺跡の周辺にはわずかに畑もみられ,都会人の避暑の場である

別荘が数軒立ち並んでいる。

小花岡遺跡は伊那バス南中条停留所(火の見のある所)附近を西へ折れて, lhほ ど登っていくと,
山麓扇状地に数軒かたまって集落がみられる。これが花岡部落であり,遺跡地はその東側一帯に広
がっている。                        デ

地形 0地質

西箕輪は伊那市では名のごとく,西部地帯に位置し,集落のある地帯は割合に標高が高い。したが
つて,その眺望は最も優れた地帯と思われる。目を一回りしてみると,ま ず東側には赤石山脈の主

峰の一つと考えられる仙丈ケ岳,駒ケ岳,その前には伊那山脈がみえ, これらの間に三峰川が東から

南へ流れ,最終的には天竜川と合流する。天竜川はよく知られているように,諏訪湖にその源を発
し,諏訪郡,上下伊那郡,愛知県,静岡県を延々二百数十km流れて,太平洋に注ぎ込んでいる。天

竜川の起因による自然景観は複雑である。伊那市周辺では南北に細長い縦谷状地形,両岸に数段に



わたる河岸段丘を形成している。次に西箕輪地区に限定した地形
。地質を述べてみよう。当地区の

主峰はなんと言っても木曽山脈と連なっている経ケ岳が主であり,それに続くものとして,吹上山

麓,蔵鹿山麓,御射山山麓があり,山麓の傾斜度は割合に急である。したがって,こ の一帯から下

にかけては大きな山麓扇状地を成し,土砂等の堆積が厚く覆っている。当地区の河川は北側から大

泉川,大清水川 。小沢川の三本だけであり,古来から住民は水の不足に悩まされた。そのために各

所に溜池がつくられ,非常時に備えている。土地の利用状況は大部分が畑作にかぎられている。

歴史的環境                        ヽ

西箕輪地区は経ケ岳山麓,標高760m位から1,000m附近までにわたって各時代の遺跡が分布して

いるが,その標高差による時代的な差違は顕著ではない。また,分布地域が,遺跡分布図を参考に

すれば一目瞭然であるが,大体 4カ所に分類できる。

①～⑤は大泉川周辺,①～①は大清水川,⑥～①,①～④,②～⑩は山麓扇状地上,④～②は無

名の多くの沢が入っている場所等であり,いずれにしろ,水利の便の良好な場所に集中しているこ

。とを疑う余地は全くない状態であります。遺跡分布の内訳は旧石器時代 3,縄文中期時代25,縄文

後期時代 4,縄文晩期時代 1,弥生後期時代 2,土師器 7,須恵器10,灰釉陶器 4,中 世 2で あ

る。
(

(飯塚政美)
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西箕輪地区遺跡分布図

遺跡の名称

① 中 道 南

⑤ 高  根

⑨ 金 鋳 場

⑬ 西箕輪小学校北

① 大 萱 西

④ 天 庄 H

④ Jヽ 花 岡

④ 与 地 原

② 桜  畑

⑥ Jヒ   割

⑩ 上  溝

⑭ 伊那養護学校

① 殿 屋 敷

② 上  戸

④ 中 の 原

⑩ 財  木

③ 久 保 田

⑦ 田  代

① 蔵鹿山麓

⑮ 熊野神社

⑩ 宮 垣 外

④ 富士垣外

② 下 の 原

④ 塚  畑

③ 古 屋 敷

⑫ 経ケ岳山麓

⑮ 在  家

④ 天 庄 I

② 堀 の 内

② 与地山手
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凡    例

1 今回の発掘調査は西部開発に伴 う,西部送水管事業で,第 3次緊急発掘調査にも

とづ く報告書とする。

2 この調査は,西部送水管事業に伴 う緊急発掘で,事業は関東農政局伊那西部農業

水利事業所の委託により,伊那市教育委員会が実施した。

3 本調査は,昭和54年度中に業務を終了する義務があるため,報告書は図版を主体

とし文章記述もできるだけ簡略にし,資料の再検討は,後 日の機会にゆずることに

した。

4 本文執筆者は,次のとおりである。担当した項目の末尾に氏名を記した。

飯塚政美,友野良一

′
◎図版作製者  '‐

O遺構及び地形実測図 友野良一,根津清志;飯塚政美,小木曽清…

。拓  影      友野良一,根津清志,飯塚政美,小木曽清

。石器実測図     根津清志,飯塚政美           .

。土器実測      根津清志,小木曽清

◎写真撮影

O発掘及び遺構    友野良=,飯塚政美,小木曽清

0遺  物      友野良一,飯塚政美,小木曽清

5 本報告書の編集は主として伊那市教育委員会があたった。



宮 垣 外 遺 跡
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第 I章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査の経緯

西部開発事業の一環として,竜西地区に送水管を農林水産省直轄のもとに附設する計画が実施さ

れる運びとなった。伊那市においては,西箕輪,西春近地区がこれに該当し,昭和50年度に西箕輪

大泉新田塚畑遺跡,昭和51年度に西箕輪羽広財木遺跡,金鋳場遺跡の調査が行われてきた。本年度

は宮垣外遺跡,天庄Ⅱ遺跡,堀の内遺跡,小花岡遺跡の発掘調査を実施するようになった。

昭和54年 7月 12日 県教育委員会より関指導主事が来伊し,予算査定をする。

昭和54年 7月 18日 西箕輪中条中条公民館にて地主との話し合いをする。

昭和54年 7月 23日  西箕輪中条中条公民館にて地主との話し合いをして,発掘承諾書をいただ

く。

昭和54年 7月 24日  伊野市長と関東農政局伊那西部農業水利事業所長との間で「埋蔵文化財包蔵
地発掘調査委託契約書」を締結し,契約後,ただちに発掘準備にとりかかった。

第 2節 調査の組織

0宮垣外遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  伊 沢 一 雄  伊那市教育委員会教育長

副 委 員 長  福 沢 総一郎  伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  赤 羽 映 土  伊那市教育委員長
″    向 山 辻 雄  南信土地改良事務所長

調査事務局  北 村 忠 直  伊那市教育委員会前教育次長
″    三 沢 昭 吾     ″    教育次長
″    石 倉 俊 彦     ″    社会教育課長
″    有 賀   武     ″     ″ 課長補佐
″    米 山 博 章     ″    社会教育前係長
″    武 田 則 昭     ″    社会教育係長
″    沖 村 喜久江     ″    社会教育主事

発掘調査団

団   長  友 野 良 一    日本考古学協会会員

副 団 長  根 津 清 志    長野県考古学会会員
″    御子柴 泰 正       ″

調 査 員  飯 塚 政 美    ″

-3-



調 査 員
″

福 沢

田 畑

小木曽

春 11

幸 一

辰 雄

辛青

徳 明

″
　
　

″

長野県考古学会会員

″

官田村考古学友の会会長

大正大学学生

第 3節 発 掘 日 誌

昭和54年 7月 25 Fl 本国より現場へ入る。関東農政局側で地主と話しをつけた際に張った赤テー

プの内側を一応,セ ンターを中心に東西 2.5m, 合計 5mの幅で,白いビニール製の縄を貼 りまわ

す。この範囲内が我々が実際に発掘調査する場所である。明日,テ ントを建てる場所の整地作業を

行う。この場所だけの桑掘 りを実施する。

昭和54年 7月 26日  本日は用地内の桑掘りを実施した。人数が増えてきたので,午前中で大般終

了する。午後,テ ント及び発掘器材を考古資料館より運搬し,昨 日,整地した場所に建てる。テン

トは夏場なので横幕をlllり まわすと暑いので,上の屋根だけをかけるかっこうをとる。テント1張

だけではスペースがせまいので,北債1ヘ シー トによるひさしを出す。

昭和54年 7月 27日  本日はグリットを設定する。発掘用地は 5mだけしかないので,セ ンターを

中心にして,東,西にそれぞれ 2m幅のグリットを設け,市松状に掘っていく。両側の派数のグリ

ットは逐次考えることとする。畑がとびとびになっているので,区で分けることにして,いちばん

南側を 1区とする。テントのすぐ北側,東側の地点をAlと し,東から西へA～ B,南から北へ 1

～15とする。Alよ り掘り始める。B2,A3,B4,A5附 近は遺物もかなり出土し,落ち込み

らしきものがみられたので拡張する。

昭和54年 7月 28「1 昨

日,実施した落ち込み部

分をさらに拡張して精査

をしてみると,落ち込み

部には砂礫層の堆積が厚

かった。落ち込み部分の

掘り込み面の基盤が傾斜

をもっており,ど うも傾

斜による川の堆積のよう

に思われた。遺物は縄文

中期,土師器,須恵器 ,

灰釉陶器片であった。

昭和54年 9月 14日 途

中, とびとびになったの

は用地の問題が若干残っ 発 掘 風 景 (第Ⅲ区)
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ていたので,他の遺跡を掘っておいて,木 日よりまたIf打1外遺跡へ入る。道具を運搬しっ テントを

張る。桑掘り川のブル トーザーを桑畑へ入れる。一日中かかってほぼ全面積にわたって抜根してし

まう。

昭和154年 9り ]1511 11に続いてグリットは第Ⅱ区とし,名称は東から西へA～ C,南 か ら北ヘ

1～ 17と グリットを設けて掘り下げていく。第Ⅱ区B2附近に弥生後期の斐があり, しかもこれは

伏さった状態であった。

昭和64年 9月 16日  第Ⅱ区の北側へ第Ⅲ区を設け,そ のなかにグリットを設定する。グリット名

は束から西へA～ C,I何から北へ 1～ 28と して掘り下げていく。遺物の出七Ltは害1合に少なかった。

昭和154年 9月 17ロ  グリットをⅢ区Alよ り市松状に掘り下げていくとAl・ Blに附近に多 1上の

遺物が出土し,住居坦しの確認がり|夕 ,か となった。さらに本住居JL群は切り合い関係になっていた。

口召不口54年 9月 18日  昨日のイ|:居址のブ
｀
ラン確1認 とともに, さるに, グリット掘りをJヒヘJヒヘと進

めていくと,北側の川近くに多数の上拡が集中して検出さll, どうも土肱群になりそうである。

昭和64年 9月 19日  住[lllLの プラン確認のために拡張,上拡群のプラン確認のために拡張する。

昭和54年 9月 22日  住居址の掘り下げを実施したり,土拡群のセクションを残しての掘り下げを

実施する。

昭和54年 9り 123日  全景写メ〔がとれるようにやぐ
')を
組む。

昭和54119月 25ロ  イli居Jlの掘り下げを1た施する。

昭和154年 9月 26ロ  イl:層11lLの掘り下げを|だ施する。

llF」和54年 10月 111 第 1号住居11卜 から第 37り ||:押 :11:及び第 1り 上拡から第10号 t拡のプラン確認

をする。■1拡はセクションを残してlll1 1)下 げていく。住 I「:ムLの 切り合い関係は第 11り fl:[|力Lは第 2

号イl:ム lll l:に 切られ,第 2け住居」止は第 3け住ヤ1lLに りj')れ ている。

H召和54年 10月 2日  第 1号 ||:i:lJ止か為第 3号 l11'|」 |:の新1り 下 |ドを実施し, ほぼ完掘する。第 1け

上肱から第H号土肱までのセクションをとる。第 1写 イl:卜 IJI11の東側にlメ穴がみ つ か り,第 11ナ堅

穴,第 2号竪穴とする。夕方までにはぼ完掘を終 fす る。それによると第 21ナ竪穴を第 11」 呼穴が

切っているようである。

昭和54年 10月 3日  住居■の

掘 り下げ及び清掃を してい る

と, 3つ の住居址の東側に竪穴

が発見され,第 3, 4, 5号竪

穴と名づける。

昭不口54年 10月 4日  第 1号住

居llliか ら第 3号住居lLの掘り下

げをほぼ完了する。第 3号住居

山Lに竪穴が発見された。これを

第 6号竪穴とした。土拡のセク

ションをとり,写真撮影を完了
景 (第 Π区)



する。

昭和54年 10月 5日 第 1号住居址から第 3号住居址の清掃をして,写真撮影をする。第 1号～第
6号竪穴の清掃をし,写真撮影を終了する。第 1号土拡から第11号土拡の平面,断面実測をする。

昭和54年 10月 6日  第Ⅱ区の南側の弥生後期の土器が発見された一帯を拡張していると周辺に規
則的に柱穴群の発見があった。このすぐ北側を拡張していくと石を伴う土拡があり,さ らに北側に

小さな石を一面に並べた配石が発見された。配石のなかから緑釉陶器片の出土をみた。第 1号土拡      .
から第11号土拡までの写真撮影をする。

昭和54年 10月 8日  弥生式土器の出土した附近の清掃,石を伴う土拡,配石の清掃をして写真撮
影を終了する。第 1号住居址から第 3号住居址までの平面,断面実測をする。                ・

昭和54年 10月 9日  第 1号竪穴から第 6号竪穴までの平面及び断面実測を終了する。全測図の作
製にとりかかる。

昭和54年 10月 11日  弥生式土器の出土した附近の平面及び断面実測を済せる。
昭和54年 10月 12日 発掘地区全体をブルトーザーによって埋め戻しをしておく。
昭和54年 10月 13日 石を伴う土拡と,配石の実測,あ とかたづけをする。
昭和54年 10月 15日 石を伴う土/A‐ と配石址の実測
昭和54年 10月 16日 石を伴う土拡と配石址の実測
昭和55年 1月 ～ 2月 図面の整理,原稿執筆,報告書の編集,報告書を印刷所へ送る。

昭和55年 3月 報告書を刊行する。

(飯塚政美)

作業員名簿

平沢公夫,池上大三,赤羽幸寿,唐木馨,原修一,後藤重美,登内政光,大野田三千代,小池八

重子,中村美さを,平沢八千子,小田切房子,自鳥あき子,井 日はる子,工藤 りよ子,酒井とし

..  子,有賀鬼久雄,小池亘,飯塚真佐志,田中真弓,小沢邦彦,北原浩彦

(敬称略 順不同)
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第 1節 住 居 址

第 1号住居址 (第 2図 ,図版 2)

第Ⅲ区の真中辺にまたがって発見された竪穴住居址である。平面プランは隅丸方形状を呈し,表

土面より30m位下った砂礫混じりの黄褐色土層面を掘り込んで構築してある。規模は南側で第 2号

住居址に切られ,東側は壁がないので,不明である。

壁の状態は西壁,北壁は内傾気味で,凹凸はやや多く,かたくなっている。床面は大般平坦であ

るが,と ころどころにプロック状に凹凸があり,かたくなっていた。ピットは数多く発見 された

が,主柱穴となりそうなのは,深いものが,それになりそうである。

カマドは北壁中央部附近にあったと思われるが,大部分破壊されてしまって,わずかに焼土と小

さな石が露出していた。これらの石は赤く焼けた跡がみつかった。床面上に火災にあった と見え

て,多量の木炭の出土をみた。遺物は土師器,須恵器が出土した。したがって本址は奈良時代の住

居址と思われる。

第 2号住居址 (第 2図,図版 3)

本址の東壁はナシ,北側で第 1号住居址を切り,西側は用地外,南側は第 3号住居址に切られて

いる状態で出土した。表土面より30Cm位下った黄褐色土層面を掘り込んだ竪穴住居llLで,規模は前

述した状態なので不明,現存する状態で推定するに隅丸方形プランと思われる。北壁は30CDl位で,

壁面は凹凸が多く,かたく,外傾気味である。

床面はかたく,凹凸は多い,カ マドは東壁中央部附近にあったと思われるように,その附近に焼

けた石と,わずかに焼土がみられた。察するに石組粘土カマドと思われる。遺物は土師器,須恵

器,灰驚h陶器が出土, したがって,本址は平安時代の

第 3号住居址 (第 2図,図版 3)

本址は北側で第 2号住居址を切り,東壁,南壁はナシ,西壁は用地外の状態で出上した。表土面

より30CIll位下った黄褐色土層面を掘り込んだ竪穴住居址を呈し,その規模は不明である。プランは

推定するに隅丸方形状を呈すると思われた。

壁は北壁の残存している部分はかたく,やや内傾気味であった。床面は大般水平でかたい。カマ

ドは構築時には当然あったと思われるが,切 り合い関係,あ るいは耕作時の撹乱のために現存はみ

られなかった。

遺物は土師器,須恵器,灰 Tlll陶器が喘赴tTしたがって,本址は平安時代の住居址と思われる。

第 1号住居llLか ら第 3号住居l」Lの新担関堡は第 1号住居址が最も古く,第 2号住居址,第 3号住居

址の順で,第 3号住居址が最も.新 しい。

-11-



嗜 lξ」暫lti』ηだlて電糧lilに発見され,表土面より60Clll位下った礫混合の黄褐色土層面を

掘 り込んだ円形プランを呈する竪穴住居址である。規模は東西 5m5CIll,南北は北側は用地外のた

め不明である。

躊Ａ一

⑥
Ｐ６

壁高は15～ 30CIl内 外

を測り,やや外傾気味

で,壁面はかたく,凹

凸は少ない。床面は黄

褐色土層面のかたいタ

タキで,大般水平であ

る。

炉は住居址の中央よ

りやや北側にあり,規

模は南北52Clll,東西50

CIll位の方形石囲炉であ

る。炉石は四面とも自

然石の一枚石を利用し

て構築してあった。炉

底には焼土は少なく,

そのかわり附近のピッ

ト内の上面に多量の焼

上の検出をみた。

ピットは全部で11カ

所検出されたが,主柱

穴は深いものが,それに該当すると思われる。P6,P5,P7,Plの ように断面袋状のは貯蔵 穴 の よ

うに思われる。

遺物は縄文中期中葉の上器片が出土した。したがって,本址は縄文中期中葉の住居址 と思 わ れ

る。

C≫巧号住居址 (第 4図 )

本址は第 1号住居址の・北束の位置,用地外に接して検出された住居址である。掘 り込み面は表土

面から30Clll位下った黄褐色砂礫混合土を掘 り込んで構築されてある。壁高は浅 く20Cmに満たなく,

壁面には細礫の露出が多く,凹凸状になっている。床面は大般水平であるが,軟弱であった。規模

等, プラン等は全面発掘をしてみないと不可能である。

遺物は何も出土しなかった。想像するに縄文中期の住居址と思われる。

(1:::〕

:(:ミ

:〕11:)11

P10

ag4℃

.ヽ.4“F・

P7~52

第 3図 第 4号住居址実測図
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A′
B′

第4図 第5号住居址実測図

1'なlifrTllfil1111輝 )に検出された不整方形を呈する竪穴住居址である。表土面より
30Clll位下ったローム層面を掘 り込んで構築してあり, ところどころに出張った部分もみられる。そ

の規模は南北 3m,東西 l m40Clllを 測る。

壁高は10～ 20Clll内 外を測り,全般的に外傾気味で,軟弱であった。床面はところどころでかたい

ところがみられたが,全般的には軟弱で,凹 凸がはげしい。床面としては良好の方に属していると

思われる。

柱穴の実態は把握できない。遺物は住居址の中央よりやや南側のところに弥生後期の要が伏せっ

た状態で出土した。この時期から考えるに埋要炉とも考えられたが,それにしては焼土らしき跡は

何も発見されず,現在のところは何を意味するものかは不明である。

本址は出土した饗からして弥生後期の遺構と考えられる。

以上 6軒の住居址が発見されたが,限 られた幅 5mと ぃぅ用地内だったので,満足な形で検出さ

れたのは 1軒 もなかった。 6軒のうちで時代的な内訳は縄文中期時代の竪穴住居llL 2軒,弥生時

代の竪穴住居llL l軒 ,奈良時代の竪穴住居址 1軒 ,平室

:ず

っ燿家准f甲要 ,で
あ

麓 涙菫:
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第 5図 第 6号住居址,第 1号柱穴群実測図

第 2節 竪  穴

第 1号竪穴 (第 6図,図版 5)

第 3号住居llLの東側に発見され,南壁で第 2号竪穴を切っている。表土面より60CIn位下った黄褐

色土層面を掘り込み,円形プランを呈する竪穴である。規模は南北 l m 3 Clll,東西 l m20CIllほ ど測

る。部分的に半円形状のとび出し部があった。

壁高は35CIIlか ら70CEl程あり,壁面は北,西は外傾に近く,東は内弯気味,ややかたく,細礫を多

く含む。床面は大般水平でかたくなっていた。

遺物は縄文中期全般にわたって出上した。したがって縄文中期後葉に属していると思われこ

① L」
〇
P2~14

Ｑ

岬

P5~21

PH-42

―-14-―



第 2号竪穴 (第 6図,図版 5)

北壁で第 1号竪穴に切られているような状態で

発見された竪穴である。平面プランは楕円形状を

呈し,規模は南北 l m55Cm,東西 l m27Cm,深 さ

20Cmを測る。

壁は外傾気味で,壁面に細礫を多く含む。床面

は大般水平でかたいタタキになっている。遺物は

縄文中期の土器片が出土した。縄文中期後葉に属

すると思われる。

第 3号竪穴 (第 7図 )

第 102号竪穴の北側に発見された竪穴 であ
る。平面プランは途中で段をつくるが,大般楕円

0 lm

第 6図 第 1～ 2号堅穴実測図  
・

形状を呈し,規模は南北 2m15Clll,東 西 l m79Clll,深 さは浅い方で15Cm,深 い方で60Cmを測る。掘

り込み面は砂礫混合の黄褐色土層面を掘り込んで構築してある。

壁は北,南は垂直に近く,東,西は内弯気味を呈し,壁面は細礫が多い。床面は大般水平でかた

くなっていた。

遺物は縄文中期初頭の土器片が出土した。縄文中期初頭に属卜ると思われる。

第 4号竪穴 (第 8図,図版 5)

第 3号住居址の北側に発見された竪穴である。東側は用地外のために発掘不可能,表土面より50
Cm位下った青ネバ層を掘り込んで構築してある。規模は南北は用地外のため不明,東西は l m42CIl,

深さ45Clllを 測る。

壁面は凹凸が多く,わずかに内弯気味で軟弱な状態であ

るも床面はかたく,やや凹凸がある。遺物は縄文中期後葉

の上器片が出土した。

第 5号竪穴 (第 9図,図版 6)

第 1号住居址の東側に発見された竪穴である。平面プラ

ンは円形状を呈し,規模は南北96Cm,東西73Cm,深さ25Cm

を測る。覆土は黒色土が充満し,青ネバ層を掘 り込んで構

築してある。

壁面はやや外傾気味で,軟弱である。床面は ほ ぼ水 平

で,軟弱であった。遺物は縄文中期後葉の土器片が出土し

アこ。

第 7図 第 3号堅穴実測図



第 6号竪穴 (第 2図,図版6)

穴11:「量告;'ワ[[台惨li畳3ill1/
南北 l m50Cm,東西75Cm,深さ65CIIlほ どを測り,

覆土は黒色土が充満していた。

壁面は大般垂直に近く,かたく,凹凸は少ない。

床面はかたく,大般水平であった。遺物は何も出

土しなかった。
(飯塚政美)

第 8図 第 4号堅    第 9図 第 5号堅
穴実測図        穴実測図

第 3節 柱  穴 群 (第 5図 ,図版 4)

本柱穴群は第Ⅱ区の南側,第 6号住居llLの周囲に広がった柱穴群である。柱穴群の掘 り込み面は

ローム層である。柱穴の数は西側は用地外により発掘不可能であるが,現在ではその数 は 32で あ

る。ピットの大きさや,深 さは第 5図を参照してもらいたい,柱穴のなかに石をもって い るの は

P28,Pll,P13,P23,P24である。配列状態は Pl,P2,P3,P25,P26,P27と P14,P15,P16,P2o,P21

がそれぞれ一直線状に並ぶ。

遺物は土師器,須恵器,灰釉陶器が出土した。よって本遺構は平安時代に属すると思われる。

第 4節 土 拡 (第 10～ 12図 ,図版 6～ 7)

土拡は発掘地区の北側,第 Ⅲ区に展開し,全部で13基検出された。土拡の全般的な諸特徴,及び諸

々の問題等については第 1表土拡要目一覧表 (抄)に述べられているので照合され た い。第 1表

は,そのプラン,形態,遺構,共伴遺物,特徴等について記し比較検討できるようにしてある。第

1表の見方については項目別に簡単な内容の説明を附記し,同時に若千の説明をしておくことにす

る。プランは平面,断面形の 2方向から考えてみた。法量は大きさと深さを表示し,状態は床面と

壁面を綿密に記しておくことにする。土拡に伴なう附随的なものとして, ピット,配石の有無を記

しておくことにする。

遺物は土器と石器の項目を設けておく,土器は編年上による位置づけをしておく。備考には土拡

の諸特徴について簡潔に記す,図番号・図版番号についてはその番号のみを記し,出土土器拓影図

は番号とそのなかの細かな番号も記しておく。

(飯塚政美)
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第 1号土拡

0
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第10図 第 1～ 2号土拡実測図
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第11図 第 3～ 6号土拡実測図
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第12図  第 7～ 13号土拡実測図

第 5節 集 石 土 拡 (第 13図,図版 8)

本遺構は第 1号柱穴群の北側と,第 1号集石との間にはさまれた位置に検出された。その範囲は

円形状に広がり2西側と東側との二つにわかれていた。西側のは南北 3m60Cm,東西 3m70Clllほ ど

の規模を持ち,東側のは南北 3m,東西 2m80Cmが 測定できる。

配石されてある石は人頭大ほどから一抱え程もあつた。石の数は西供1の方が多く,東側のはわず

かに数個程度であった。石を取り除いていくと,底面までには六段からの石で成り立ち,段ごとに

石の数の変動がみられた。石質は粘板岩が主であった。

六段の石を取り除いてみると,その下の土拡はローム層面を掘り込んで構築してあり,壁面はか

たく,わずかに外反し,床面はかたく,波をうっていた。遺物の出土は何もみられなかったので,

Pz-14

時代は不詳である。

―-19-―

(飯塚政美)



第 6節 集 石 (第 14図,図版 8)

本遺構は第Ⅱ区の真ん中辺,東側は用地ぎりぎり,

第 1号集石土拡の北側に近隣して発見された。表土面

から50cm位下った ローム層面の上面に,南北 2m9o
Cm,東西 3m20Clllほ どの規模で広がっている。

石の配列状態は二段から成り立っている。第14図の

なかへその説明をしてあり,空自のは第一段目の石,

斜線は第一段目の石である。石の大きさは大小さまざ

まで, こぶし大から人頭大,それから一抱え程の石と

大小雑々であった。石の数は数えきれない程であり,

総体的には二段目の石は一段目の石の三分の一程度で

あった。

石は大部分が粘板岩質で,そのなかに混じって花闇

岩や緑泥岩も若干含まれていた。石のなかには赤く焼

けたのも,わずかではあるがみられた。

石のかたちは角張ったものや,丸 くなった もの と

が,半分位であり, したがって,石の配列のなかには

なにも規則性がないようにみうけられた。しいて言え

ば石の数は中心部は少なく,西,東,北は割合 に多

く,環状気味になっている様子もうかがえる。

石のなかにはローム層にわずかにくいこんでいたの

もあった。遺物は数量的には極めて少なかったが,そ

のなかで,緑釉陶

出土状態がらして,本遺構と直接的な結びつきについ

ては疑間が残る。

この緑釉陶器片はいずれにしろ祭祀的な色彩の強い

遺物である。この附近で祭祀的な場所としては,本遺

跡地の後背に存在する御射山社との関連を考えてみな

ければならない。いずれにしろ,こ のような釉薬のか

かった祭祀品を使用するのは,かな りの有 力者 が お

り,型式にのっとった儀式が行われたものと考えられ

る。      '

(飯塚政美)

Ａ
一

⑬
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第i3図 第 1号集石土拡実測図
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第Ⅲ章 遺 物

第 1節 土   器 (第 15～ 19図 ,図版10)

第15図の 1は第Ⅱ区より出土した土器片であり,沈線を縦位と横位につけてある。縄文中期初頭

に含まれると思われる。 (2～17)は第Ⅲ区内より出土した。 (2～ 7)は爪形文の発達が見事な

ものである。爪形文の文様を細分してみると (2～ 3)は意匠文や抽象文的に,(4)は小 さい爪 形

文,(5)は爪形文が鋭い,(5～ 6)は爪形文が大きくなっている。色調は明茶褐色(2),赤褐色(4),

茶褐色(3),黄褐色 (5～ 6)を呈し,焼成は,良好(3),普通 (2, 6),不良 (4, 5, 7)で あ

る。胎土中には 6片 とも少量の長石や雲母を含んでいる。 (2～ 7)は縄文中期中葉ごろと思われ

る。

(8)は荒い縄文が施されているもの。赤褐色を呈し,焼成は普通,胎土中に少量の長石を含んでい

る。縄文中期中葉に位置づけられると思われる。(9)は粘土紐による貼 り付け文様がみられるもの。

黒褐色を呈し,焼成は良好,胎土中に少量の雲母を含んでいる。縄文中期後葉の初めの方に位置づ

けられる。 (10～ 11)は縄文地に沈線による懸垂文が走っているもの。色調は黒褐色(10),明黄褐

色 (11)を 呈し,焼成はともに不良,胎土中に両片とも少量の長石を含んでいる。

(12～ 13)は懸垂文が省略化され,それの退化期に入るころの土器片である。色調はともに黒褐

色を呈し,焼成は普通,胎土中に少量の雲母を含んでいる。 (10～ 11)は縄文中期 後 葉 の 中頃 ,

(12～ 13)は同期の終わりごろと思われる。

(14～ 16)は磨消縄文の発達するころのものと思われ,磨消を成す,沈線が横位(14),弧状 (15

～16)にそれぞれ施されている。色調は黒褐色 (14～ 15),黄茶褐色 (16)を呈し,焼成は 3片 とも

普通,胎土中に多量の長石を含んでいる。縄文後期前半ごろに位置づけられると思われる。 (17)

は無文地に口縁近くに横位の沈線が見られるもの,色調は明茶褐色,焼成は普通,胎土中に少量の

長石を含んでいる。縄文晩期の中ごろと思われる。

(18～24)は第 4号住居址内より出土した土器片である。 (18)は 日縁部破片で,沈線を波状に

横位に配してある。黒褐色を呈し,焼成は良好で,胎土中に多量の雲母を含んでいる。 (19～20)

は沈線を縦位や斜目に施してあるもの。 (19)は破片のところどころに,(20)は器面一杯にみら

れる。色調はネズミ色(19),赤褐色 (20)を 呈し,焼成はともに良好で,多量の雲母を含 ん で い

る。 (18～20)は縄文中期初頭に属していると思われる。

(21～22)は隆帯の縁に刻目をつけ,全体的にはムカデ文様風に構成してある。色調は 2片 とも

赤褐色を呈し,焼成は普通で,胎土中に多量の雲母を含んでいる。これらの土器文様は縄文中期中

葉の勝坂期に見られる特徴的な文様の一つである。

(23～24)は幅広の沈線が見られるもの。 (23)は沈線を横位や斜目に配し,(24)は 横位の間に小

さな爪形文を連続的に施してある。色調はともに赤褐色を呈し,焼成は良好,』台土中に少量の長石

を含んでいる。勝坂期に含まれる。

―-22-
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第16図の (1～ 5)は第 1号竪穴,(6～ 9)は第 2号竪穴,(10～11)は第 3号竪穴,(12～ 14)

は第 4号竪穴,(15～16)は第 5号竪穴からそれぞれ出土している。

(1)は沈線が縦位や斜日,あるいは横位に施されているもの。色調は明黄褐色を 呈 し, 焼 成

は普通で,胎土中に多量の長石を含み,長石粒が露出していた。(1)は縄文中期初頭に位置づけら

れる。(2)は外面一杯に斜縄文を施してある。赤褐色を呈し,焼成は普通で,胎土中に少量の長石

を含んでいる。縄文中期中葉に位置づけられると思われる。

(3～ 4)は沈線を縦位につけてあるもの。(3)の沈線は幅広で,(4)の それは細 くて深い。

(5)は沈線地を区切るようにして幅広の沈線が横位に走っている。(3～ 5)は縄文中期後葉に位

置づけられると思われる。 (10)は外面一杯は斜縄文を施してあるもの。黒褐色を呈し,焼成は良好

胤

層

Ｈ
＝

＝

躙
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で,覆土中に少量の長石を含んでいる。(11)は無文地に横位の隆帯を貼り付けてあるもの。色調は

明茶褐色を呈し,焼成は中位,胎土中に多量の長石を含んでいる。(12)は縄文地に低い隆帯を渦巻

状につけてあるもの。(13)は縄文地に幅広く,浅い沈線を縦位に懸垂文風につけてあるもの。(14)

は無文地にヘラによる沈線をつけてあるもの。(15)は縄文地に低い隆帯を複雑にはりつけてある。

(16)は沈線をハの字状につけてある。

瞥‖銹り鶉‖

%I「燎 鶉 J

動

リ

暴」皐_´
第16図 土 器 拓 影

第17図の (1～ 3)は第 1号土拡内の出土である。(1)は無文,(2)は縄文,(3)は磨消縄文が

それぞれの主文様である。色調は赤褐色 (1),黒褐色 (2～ 3)を呈し,焼成は良好 (1, 3),

不良(2),胎土中に全て少量の長石を含んでいる。縄文後期初頭に位置づけられそうである。

(4～ 9)は第 2号土拡より出土した土器片である。(4)は無文地に沈線を弧状に二本配し,そ

れらを連結させるかのように小さな隆帯を貼 り付けてある。 (5～ 7)は縄文地に隆帯や沈線によ

る懸垂文を配してあるもの。(8)はヘラ状工具による沈線をハの字状につけてある。(9)は磨消縄

文手法のみられるもの。色調は黒褐色(5, 6, 9),赤褐色(8),明茶自色 (4, 7)を 呈し,焼

成は良好(4, 9),普通 (5～ 8)を成し,全てデ胎土中に多量の長石を含んでいる。 (4, 9)

は縄文後期初頭に,(5～ 8)は縄文中期後葉にそれぞれ位置づけられると思われる。

(10)は 第 3号土拡より出土した土器片である。無文で文様を形成している。黒茶褐色を呈し,焼

成は不良,胎土中に多量の長石を含んでい

(11石爵戸蔵第 4号土拡より出土した土器片である。 (11)は縄文をわずかに羽状縄文的手法がみ

や隆起線文がみられ,_(13)は磨消縄文的なところがみら
型

―-24-―
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は黒褐色 (11,13)を ,明黄褐色 (12)を呈し,焼成は良好(11,13),普通(12)である。胎土中に

多量の雲母(11,13),少 量の繊維 (12)を含んでいる。(11)は諸磯期,(12)は鵜ケ島台式に属して

いると思われる。                      _一 ―

(14～ 16)は第 5号土拡より出土した土器である。 (14)は沈線が斜目に走 り,(15～ 16)は 同一個

体であり,隆起線とその縁にヘラによる沈線を垂下させ,それらのなかへ細い縄文を配してある。

色調は黄褐色 (14),赤褐色 (15～ 16)を呈し,焼成は普通である。

縄文中期後葉と思われる。

(17～20)は第 8号土拡より出土した土器片である。 (17)は低い隆帯を上下に貼 り付け,その上

に円形刺突文を配している。隆帯から細い沈線を斜目に無数入れてあった。

(18～ 20)は幅広 く沈線が垂下しているもの。色調は黒褐色(18,20),赤褐色(19),明茶褐色(17)

を呈し,焼成は良好(20,18),普 通(17,19)を呈している。胎土中に少量の長石を含む。これらは

縄文中期後葉と思われる。

(21)は 第 9号土拡より出上した土器片である。色調は赤褐色を呈し,焼成は不良で,胎土中に少

量の長石を含む。縄文後期初頭と思われる。 (22)は第10号土拡より出土した土器片である。低い細

い隆帯を蛇行状に貼 り付け,その下に沈線を斜目につけてある。色調は明茶褐色を呈し,焼成は良

好,胎土中に少量の雲母を含んでいる。

(23～ 26)は第11号土拡より出土した土器片である。(23)は ヘラによる沈線を幅広 く施してある。

(24)は縄文地に低い隆帯を貼 り付けてある。 (25～ 26)は細 く,深い沈線を不規則に配してある。色

調は黒褐色 (23,25),赤褐色(24),明 白褐色 (26)を 呈し,焼成は良好 (26),普通 (23～ 25)を

成している。                 ・

(27～ 30)は第12号土拡内より出土した土器片である。 (27)は縄文地に蛇行状に沈線を配し文様

をつくっている。 (28)は無文地に破片上部には沈線を横位に配してある。          ・

(29)は細かな縄文を配してある。 (30)は 無文地に縄文や沈線が縦位にみられる。色調は(27)は 明

黄褐色,(28)は 茶黄褐色,(29)は 赤褐色,(30)は 黒褐色を呈する。焼成は良好(30),普通(29),不

良(27～ 28)を 呈し,胎土中に多量の長石(27,28),少 量の長石 (29,30)を含んでいる。(27,29)

は縄文中期中葉に,(28,30)は縄文後期初頭に位置づけられると思われる。

(31)は 第13号土拡より出土した土器片である。細い縄文地に縦位に 2本ヘラによる懸垂文をつけ

てあるもの。色調は黒褐色を呈し,焼成は普通,胎土中に多量の雲母を含んでいる。

以_L述べてきたのは縄文土器片が全てであるが,これは全体の出土量の
売
程度である。このなか

で,文様的に極めて特徴的な土器片を第15～ 17図の拓影に記載したわけであります。拓影図や説明

によって出土した縄文土器片を編年的になてみると,大般,縄文早期末葉,縄文前期後葉,縄文中

期初頭,縄文中期中葉,縄文中期後葉,縄文後期初頭,縄文晩期の各時期にわたっていることがわ

かる。
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第18図の土器は第Ⅱ区の第 6号住居址の床面状に倒立の状態で出上したものである。日縁部は外

反し,胴部が若干ふくらむ甕形土器である。日縁径は22.7Cm,厚 さは0。 6cm内外を測定できる。

日縁部文様は無文部が主体を配し,胴部全体は数条にわたる櫛描き文様が,右上りから左下がり

に走っている。色調は茶褐色を呈

し,焼成は良好を成し,胎土中に多

量の長石,雲母,石英を含 んでい

る。

本土器は弥生の後期に属している

と思われる。

第19図の (1～ 7)は全て第 1号

柱穴群附近より出土した土器 であ

る。(1)は土師器の杯の底部で, ロ

クロ仕上で,けずり高台である。焼

成は良好で,色調は赤褐色を呈し,胎土中に雲母を混入している。          ・

(2)は灰釉陶器の杯で, ロクロ仕上を成している。焼成は良好で固くしまっていた。色調は灰白

色を呈し,胎土は精製されていて鉱物を含んでいない。

(3)は灰釉陶器の杯で, ロクロ仕上げを成している。焼成は良好で,固い,色調は炭 白色 を呈

し,胎土に何も含んでいない。

(4)は灰釉陶器の杯で, ロクロ仕上げを成している。焼成は良好で,固い,色調は灰 白色を呈

し,胎土に何も含んでいない。                            
・

(5)は灰釉陶器の杯で, ロクロ仕上げを成している。焼成は良好で,固い,色調は灰 白色を呈

し,胎土は何も含んでいない。

(6～ 7)は灰釉陶器の杯で, ロクロ仕上げを成している。焼成は良好で,固い,色調は灰白色を

呈し,胎土は何も含んでいない。                       (飯 塚政美)

第18図 土器実測図      _

i｀

く`モ::::::i:::::::::::::::::::|::::::::::::::::::テ
'```::```''´

第19図 土器陶器実測図
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第 2節 石   器 (第20図 ,図版10)

今回の発掘で出土した石器の総数は 7点である。(1～ 3)は打製石斧であり,石質は (1～ 2)

は硬砂岩,(3)は粘板岩を利用し, 3つ ともグリット内の出土である。(1)は下部が大きく開く撥

形,(2～ 3)は下部がわずかに開く撥形を呈している。

(4)は グリット内から出土した硬砂岩製の異形石器であり,皮余Jの一種かと思われる。(5)は グ

リット内から出土した粘板岩の横刃形石器である。刃部の景J離はあまり丁寧に調整がゆきとどいて

いなかった。(6)グ リット内出土の緑泥岩の磨製石斧である。その調整は上部は自然面を多 く残

し,中 0下部は縦状に磨かれた跡がみとめられた。下部は丁寧な景J離が行きとどいていた。(7)は

グリット内出土の安山岩の凹石で,その凹みは割合に多く,中央より,やや右側に凹みが 2～ 3つ

ある。                                  (飯 塚政美)

∩

Ｈ

υ

第20図 石器実測図
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第Ⅳ章 ま と め

西箕輪中条地区山麓扇状地状に分布している宮垣外遺跡を発掘調査した結果について,遺構

物について検討を加えてきたが, この章で簡潔的にまとめてみようと思う。

まず遺構については,竪穴住居址 6軒,土拡13基 ,柱穴群 1基,集石 1基,集石土拡 1基,竪穴

6基である。これらの遺構について簡潔なる説明を加え てみ た い。竪穴住居五L6軒のうちで,縄

文中期 2b弥生後期 1,奈良時代 1,平安時代 2,土拡13基は土拡群的な色彩が強いよ うに思 わ

れ,全て,縄文中期に属していると推定できよう。柱穴群は灰釉陶器の出土より平安時代と確定で

きよう。集石は緑釉陶器片の出土より平安時代,集石土拡は遺物の出上がなく時期不詳 と思 わ れ

る。

第 1号竪穴から第 5号竪穴は縄文中期に属し,第 6号竪穴は第 3号住居力上との切 り合 い 関 係 よ

り,平安時代と思われる。

遺構の規模については全般的な調査が不可能であったからその実態はつかめなかった。

遺物のうちでも土器についてであるが,その数は相当量出土したが,同破片が全て,今回の検出

された遺構に直接的な関連性を有するかは多いに疑間が残る。なぜかと言 うならば,発掘地附近は

西から東へ相当の傾斜地のために,山麓からの多量の押し出しがあったものと考えてみる必要があ

る。このことは石器にも同様と思われる。                        '

まず土器については前の第Ⅲ章で述べてあるので, ここでは編年的なものに触れておこう。第15

図の 1は梨久保系,(2～ 3)は藤内式,(4～ 8)は井戸尻式と思われる。(9～ 13)は加曽利 E

期,(14～16)は堀の内式,(17)は大洞A式 ごろにそれぞれ位置づけられると思われる。 (18～ 20)

は平出 3A式 ,(21～24)は勝坂式。

第16図の 1は梨久保系,(2)は 勝坂式にそれぞれ属すると思われる。(10)は勝坂式,(11～ 16)
は加曽利 E式であろう。

第17図の (1～ 3)は堀の内式,(5～ 8)は加曽利 E式に,(4・ 9)は堀の内式にそれぞれ位
置づけられよう。(10)は加曽利 E式 ,(11)は縄文前期後半の諸磯式に,(12)は縄文早期後 業 の

鵜ケ島台式に位置づけられると思われる。

(14～20)は加曽利 E式,(21,28,30)は堀の内式,(22～27,29,31)は 加曽利 E式,にふく
まれる。

第18図は弥生後期の中島式の一派に属しているものと思われよう。

第19図の 1は土師器のうちでも国分期呼属し,灰釉陶器10世紀後半から11世紀初頭に位置づけら

れると思われる。

ここには触れてはないが,集石より出土した緑釉陶器片は,二つとも平安時代に位置づけられ,
この遺跡地の西側にある御射山社との関係をもつと思われ,祭祀用に使用したものと思われる。
石器は 7点出土しただけで,土器の量に比較して,その出土量は少なかった。

遺
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(飯塚政美)
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第 I

第 1節 発掘調査の経緯

章 発掘調査の経過

西部開発事業の一環として,竜西地区に送水管を農林水産省直轄のもとに附設する計画が実施さ

れる運びとなった。伊那市においては,西箕輪,西春近地区がこれに該当し,昭和50年度に西箕輪

大泉新田塚畑遺跡,昭和51年度に西箕輪羽広財木遺跡,金鋳場遺跡の調査が行われてきた。本年度
は官垣外遺跡,天庄Ⅱ遺跡,堀の内遺跡,小花岡遺跡の発掘調査を実施するようになった。

昭和54年 7月 12日 県教育委員会より関指導主事が来伊し,予算査定をする。
昭和54年 7月 18日 西箕輪中条中条公民館にて地主との話し合いをする。
昭和54年 7月 23日  西箕輪中条中条公民館にて地主との話し合いをして,発掘承諾書をいただ
く。

昭和54年 7月 24日  伊那市長と関東農政局伊那西部農業水利事業所長との間で「埋蔵文化財包蔵
地発掘調査委託契約書」を締結し,契約後,ただちに発掘準備にとりかかった。

第 2節 調査の組織

天庄Ⅱ遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  伊沢 一雄  伊那市教育委員会教育長
副 委 員 長  福沢総一郎  伊那市文化財審議委員会委員長
委   員  赤羽 映土  伊那市教育委員長
″    向山 辻雄  南信土地改良事務所長

調査事務局  北村 忠直  伊那市教育委員会前教育次長
″    三沢 昭吾      ″   教育次長
″    石倉 俊彦      ″   社会教育課長
″    有賀  武      ″   ″  課長補佐
″    米山 博章      ″   社会教育前係長
″    武田 則昭      ″   社会教育係長
″    沖村喜久江      ″   社会教育主事
発掘調査団

団   長  友野 良一  日本考古学協会会員
副 団 長  根津 清志  長野県考古学会会員
″    御子柴泰正      ″

調 査 員  飯塚 政美      ″

-3-



調 査 員
″

″

″

福沢 幸一

田kEl 辰雄

小木曽 清

春口 徳明

長llr・県考古学会会員

″

官田村考占学友の会会長

大正大学学生

第 3節 発 掘 日 誌

昭和54年 7月 30日  本 Hよ り天庄Ⅱ遺跡へ入る。この遺跡のなかで北恨1の傾斜面にある竹の抜根

作業をする。抜根作業をしている段階で縄文中llJlの 上器片を発見する。

llrJ和54年 7月 31日  昨日に引続いて抜根作業を行う。この作業が終 f後直ちに,同 じ場所にグリ

ットを設定して,本格的な発掘調査を開始する。この地区は大きくI区と決め,北側の方より,東

から西へA～ D,北から南へ 1～ 21と して千鳥状に掘り下げていく。A2附近に炉を発見,第 1号

住居lLと する。遺物は縄文中期土器片,近世陶磁器片の出土をみた。

昭和54年 8月 1日  道をはさんだ南側,Ⅱ 区に決めようと思っている地区の桑の抜根作業を行う。

昭和54年 8月 2日  第 1号住居山Lのほぼ完掘を終了する。時期は縄文中lulの終わりごろである。

床面iは黒褐色t層であり,壁はわずかに南側の一部分だけ残っていた。グリット掘 りを南へi打へと

進めていく。

昭和54年 8月 3日  第 1号住居lLの 清掃を行う。 B ll附 1近の遺物集中地区の掘り下げを行う。さ

らに, この附近のグリットを数力所にわたって拡張すると,青 ネバ層の落ち込みがみつかり,第 2

号住居iLと する。

昭和54毎18ナ]4日  住居川1の 中央部附近に南北にベル トを残して,掘 り下げを進めていく。遺物

の出土は英大な量であっ

た。青ネハ層 のな か に

黒土が落ち込んでいるの

で,発掘調査に困難をき

たす。遺物は全てと言っ

ていいほど,mで あ

り,その文様は誠に見事

であった。

昭和54年 8月 6日  第

1写 住居J:の 清掃 を終

え,写真撮影をすぐにと

れる状態にしておく。第

2号住居址の掘り下げを

つづけていく。セクショ

ンの南北写真をとる。セ
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クションをとりはずし,ほぼ,その完掘を終了する。柱穴は明日掘ることにした。      1)
昭和54年 8月 8日  第 1号住居址,第 2号住居址の清掃及びその写真撮影をする。 Ⅱ区のグリッ

ト設定をする。北から南へ 1～ 16,東から西へA～ Bと 決めて,Alよ り千鳥状に掘り進めていく。

昭和54年 8月 9日  グリット掘りを,南へ南へと進めていく。第 1号住居址,第 2号住居址の平
面実測を行 う。

昭和54年 8月 11日  第 2号住居址の平面,第 1号住居址,第 2号住居址の断面実測を行 う。晴天
が続くが,標高が高いために,夏にしては,暑さをそう感じない。

昭和54118月 17日  午前中あとかたづけをして,す ぐに運搬できるように整えておく。テントを
こわしておく。全測図を作製する。

昭和55年 1月 ～ 2月  遺構の図面整理,遺構の図面作製,遺物の実測,原稿執筆,報 告 書 の―作
製,編集,報告書を印刷所へ送る。

昭和55年 3月  報告書刊行                     l

(飯塚政美)

作業員名簿

平沢公夫,池上大三,赤羽幸寿,唐木馨,原修一,後藤重美,登内政光,大野田三千代,小池八

重子,中村美さを,平沢八千子,小田切房子,保科徳子,自鳥あき子,井口はる子,酒井とし子 ,

有賀鬼久雄,小池亘,飯塚真佐志,田中真弓,小沢邦彦,北原浩彦,工藤 りよ子

(敬称略 1贋不同)
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第 1節 住 居 址

θ第1号住居址 鰈蛇
～ 3図,図版 2～ 3)

本址は発掘した内では I

区の北側の方に位置して発

見され,その全体は不明で

あるが推定するに円形状プ

ランを呈する竪穴住居址と

思われる。壁は北側の中央

部附近は現況が竹 林 なの

で,それの根による撹乱と

思われる。南側は用地外の

ために発掘調査不可能であ

る。砂や礫を含む黒褐色土

層を掘り込んで構築してあ

り,その規模は東西 4m40

Cm,南北は前述した よ う

に不明である。

壁は浅く,20cm未満 で

あり,状態は北壁では垂直

に近く,礫の混合度合が少

なく,一部は撹 乱 気 味 で

あった。他の壁面には全般

的に細礫の露出が多 か っ

ボこ。

第Ⅱ章 遺

ぐ9■ )。 n憮の平3尉幕
(°O↓ 〉〃身淑)¬=lFF

I

I

A

A′

-30

⑫
Pl

一Ｊ
一■

B′

床面は黒褐色土層面にあり,小礫を含み,かたくしまり,南側がやや高く,北側がやや低いが,

全般的には大般水平である。

周溝は北側の一部分では切れているが,15cm幅 ,深 さ15cm位であった。炉は中央部よりやや北

側に位置し,南北 55cnl,東 西60cm程の規模で,方形状を成していた。炉石は粘板岩や砂 岩 が多

く,焼けて赤くなり,石に亀裂の入り具合が多かった。炉内の焼土はほとんどみられなかった。た

だ,北側の炉の近くに多量の焼土の堆積がみられた。その厚さは 10cm,大 きさは直 径 40cm位 あ

り,おそらく炉内の灰を捨てたものと思われる。

~hT4

第 2図 第 1号住居址実測図
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第 1図 地形及び遺構配置図





東側の位置に正位の状態で埋要があり,下部は欠損していた。この土拳ユ伽増衆E期の新しい時

期と思われる。従って,本 llLは縄文中期終末の住居llLと 思われる。

第 2号住居址 (第 4～ 5図 ,図版 2～ 3)

本址は第 1号住居址の南側に発見され,表土面 より60

cm位下った大きな礫混じりの青ネバ層を掘 り込み,楕円

形プランの竪穴住居址で,南北 5m60cm,東 西 4m60cm

の規模を持っている。壁は北,西が高くて 35cm～45cm位

の範囲,南,東は浅くて 10CIn内外であった。壁面は全般

的に外傾し,凹凸が多く,こ ぶし大程の礫露出力`多 か っ

た。
第 3図 第 1号住居址埋甕断面図

I 黒土
II 黒褐色土

Ⅲ彎亀こ1含む。)

じサ8警「
砂
っ

50 cln・

床面は青ネバ混合の上層でかたく,凹 凸が多かった。柱穴のうちで主柱穴になりそうなのはp3,

p4'p7,p13,pll,p5,p6,p15の 8本 と思われる。p9は貯蔵穴の要素が見られる。

炉は,住居址の大般中央部に位置し,南北 73cnl,東 西62cm程 の規模を持ち,円形状の周囲に石

を配列し,そのなかへ

正位の状態で饗を埋め

てあった。いわば円形

状石囲埋要炉とも言う

べきであろうか。この

土器は下半分は欠損し

薔I[釜し11∫ξ:  |

た。焼上の状態は少量

であった。       ミ

百び1

遺物は土器の出土量

は多く,特に集中して

いた個所を実測図の中

に示しておいた。顔面

状

態で出土した。

本址は遺 物 か ら し

て,縄文中期中葉の住

居址と思われる。

2軒の住居址を全体

的にみてみるならば ,

第 1号住居址は加曽利 第 4図 第 2号住居址実測図
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E期の新しい方に属していると思われる。同時期にしては

割合に炉の小さいのが,ま た,埋甕にしてはあまりみられ

ない文様が特徴的であった。発掘地区が限定されているの

で,こ の一軒だけしかみられなかったが,全面発掘をした

ならば,相当量の検出があると思われる。

第 2号住居llLは勝坂期と考えてよかろう。伊那では,い

ままでに同期の住居址は小さい。炉は石囲炉が多いのに,

石囲埋甕炉は珍しいケースと考えざるを得ない。

遺物の出土量は莫大な量に達している。出土した土器は

編年的にみるとどうも3時期位に分類できそうである。

F' E′

Ｉ

Ⅱ 馨lli:1:月1ホ1聖
′
管til'1∫じ)
0

第 5図

顔面把手の住居址内出土はわかっているだけでも市内では数例しかない。

(飯塚政美)

第Ⅲ章 遺 物

第 1節 土 器 (第 6～ 9図 ,図版3～ 7)

第 6図の 1の土器は第 1号住居llLか ら正位の状態で出土した埋要である。日径は20。 3Cm,器高は

下部欠損により不明である。下部の現存する破片は人為的に切った跡が窺える。おそらく,埋要に

するときには廃品利用の様なかっこうをとったものと思われる。器厚は 0。 9Clll内外を測定できる。

器形は胴部が若干ふくらむ深鉢型土器である。日縁上部は無文を,下部はヘラによる幅広の,浅い

沈線を配してある。胴部文様はヘラによる幅広の浅い沈線を弧状に配し,上部で連絡し,下部はそ

のまま垂れ下っている。これらの囲まれたなかに刺突文状に沈線がみられる。色調は上 部 は黒 褐

色,下部は赤黄褐色を呈し;焼成は不良,胎土中に多量の長石を含んでいる。本土器は加曽利 E期

の新しい方に位置するものと思われる。

第 6図の 2は第 2号住居址土器集中 N03である。底部附近がみられるだけで,大部分は欠損し

てしまっている。底径は10。 lClllを ,器厚は1。 4CIn内外を測る。底部は勝坂期に隆盛する屈折状 の底

である。文様は荒い縄文をつけてある。色調は赤褐色を呈し,焼成は普通,胎上に多くの長石粒を

含んでいる。本土器は井戸尻Ⅱ式に位置すると思われる。

第 6図の 3は第 2号住居址土器集中No5である。日縁径は15。 6Cm,器高16.8Cm,器厚は l Cm内外 ,

底径は7.4Cmを測る。器形は波状口縁を呈する深鉢型土器である。日縁部文様は日唇に密着して Jヽ

さな環状突起がみられる。隆起線を横位に弧状に走らせ,それによって区画されたなかに縦位に,

細 く,深い沈線を施してある。隆起線の上に連続的に刻目をつけ変化に富むようにしてある。胴部

上部文様は隆起線が横位に見られ,その上に連続状に刻目をつけてある。その下に二条にわたって

第 2号住居址埋甕炉断面図



0     ___10cm

第 6図 土器実測図
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沈線を配してある。胴部から底部にわたっては細く,深い沈線を縦横,斜 目状に施し,全体的には

縦位の区画文的な文様図案を成している。色調は赤褐色を呈し,焼成は良好,胎土に細かな長石粒

を含んでいる。本土器は藤内工式に属していると思われる。

第 6図の 4は第 2号住居llL土器集中NO.4である。口縁径は20.lCIIl,器高は 28。 7Cm,最大径 21.5

Cm,器厚は10Cm内 外,底径 9。 7Cmを 測る。器型は日縁上部は内反し, 日縁下部から胴部にかけ て外

反気味,胴下半分部はつぼまり気味,底部上部はふくらみ気味,底部は若干屈折気味を呈し, 日唇

部はやや波形を呈する波状口縁深鉢型土器である。

日縁上部文様は無文で若干肥厚気味, 日縁中部文様は幅広の浅い沈線を横長に長円形状に施し,

それらに囲まれたなかに半割竹管による狭く,深い沈線を縦位に,平行状に配してある。日縁下部

文様は断面三角形状の隆帯を横位に貼 り付け,隆帯の上部に小さな, シャープの刻目を左上から右

下に斜日状に施してある。隆帯の頂には指頭による指頭押捺文をつけてある。

胴上部文様は無文から成 り立っている。胴下部は幅広く,若干つぶれ気味の隆帯を横位に貼 り付

け,その上に刻目をつけてある。この隆帯より弧状に隆帯をつけ,それらに囲まれたなかに縦位に

沈線を施し,いわゆる櫛形文と呼ばれる文様を構成している。底部近くの文様は無文である。

色調は赤褐色を呈し,焼成は良好な状態をなし,胎土中に少量の長石や雲母をふくんでいる。本

土器は井戸尻Ⅲ式に位置していると思われる。

第 6図の 5は第 2号住居tL覆土より出土した土器である。法量に関しては全体的な形が把握でき

ないので不明である。現存する形より深鉢型土器と思われる。

文様は半割により竹ベラによって,せ まく深い沈線を無雑作に無数配してある。色調は赤褐色を

呈し,焼成は良好,胎土中に少量の長石,石英,雲母を含んでいた。

第 7図は第 2号住居址の炉のなかへ埋甕の形で出土した土器である。この炉については前にもふ

れておいたが,改めてここでも簡潔に述べておくことにする。炉の規模は南北73Cm,東西62Cmほ ど

をなし,炉壁の上部に, こぶし大程の石を円周状に配置してあった。このなかに, ここで述べる土

器が正位の状態で埋めてあった。

口縁径は39.7CIll,器高は下部欠損により不明である。器厚は0.9Cm内外を計 り,口 唇部へ行くに従

って肥厚気味である。器型はわずかな波状口縁で, 日縁下部は若干ふくらみ気味を呈する深鉢型土

器である。下部欠損部分の裂回は人為的な跡がみられ,おそらく,廃品的な利用の仕方をしたので

あろう。日縁上部文様は日唇部から下にかけて環状把手を付けてある。日縁下部は隆帯を横位に貼

り付け,小判形状の文様をつくっている。区画する隆帯の上に刻目をつけ,区画されたなかには隆帯

に沿って沈線を配し,その中に沈線を縦位に入れてある。胴部上部文様は日縁部と同様な小判形文

を横位に構成し,そのなかに抽象文をつけてある。胴部下部文様はところどころに沈線を数条縦位

に配し,そのなかへほぼ等間隔に低い隆帯を蛇行状に垂下させてある。色調は日縁部では赤褐色 ,

胴部では茶褐色を呈し,焼成はほぼ良好である。胎土中には少量ではあるが,雲母,長石,石英を

含んでいる。本土器は井戸尻期の古い方に属していると思われる。

―-12-―
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第7図 土器実測図

第 8図の 1は第 2号住居llL土器集中N06である。日縁径は34.3CIll,器厚は1.5CIl内 外を測り,厚

さとしては極めて厚い。器高は下部が欠損しているために不明である。器形は日唇部附近はわずか

に内反気味であるが,全体的には円筒形に近い深鉢型土器である。

日縁部文様はところどころに擦痕がみられるが,無文で構成されている。表面にはところどころ

に炭化物が附着して黒々となっている。胴部文様は隆帯を横長に,ち ょうど小判のような形に貼 り

つけて区画をし,その中に深い沈線を縦位に走らせてある。これらの沈線の中に混じって, ところ

どころに蛇行状の低い隆線が縦位にみられる。区画するのに利用した隆帯の上に刻目を押捺してあ

るのも,一つの特徴的な文様と思われる。小判形の区画文は上下三段に分かれ,上段と下段では横

位にずれて構成してある。

色調は黒褐色を呈し,焼成は良好で,胎土に長石を含む。本土器は藤内式上器と思われる。

第 8図の 2は第 2号住居址の覆土より出土した土器である。上部,下部ともに欠損しているので

大きさは不明である。文様は細い粘土紐を小判型や隆線を貼 り付け,それらの間に沈線を配してあ

る。赤褐色を呈し,焼成は普通,胎土に長石を含む。本土器は井戸尻Ⅲ式に属している と思 わ れ

る。

-13-
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第 8図 土器実測図
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第 9図の (1～ 13)は第 2号住居址より出土した土器である。(1)は隆帯を貼り付け,そ の上

に指頭圧痕文のあるもの,さ らに,縦位の沈線もつけてある。赤褐色を呈する。(2)は沈線が縦

位と横位に規則正しく入っている。黒褐色を呈する。(3)は 2と 同様であるが部分的にカープを

描くような沈線がみられる。色調は赤褐色を呈する。(4)はわずかに外反する日縁部破片であり,

文様は隆帯を横位に蛇行状に貼り付け,その上にC字状の爪形文を施してある。色調は黄褐色を呈

する。(5)は ムカデ文と呼ばれている抽象文の発達が著しいもの。色調は明黄褐色を呈し,焼成は

普通で,胎土中に多量の長石や雲母を含んでいる。(6～ 7)は隆帯の縁に爪形文や刻目を加えてあ

るもの。色調は(6)では赤褐色,(7)では黒褐色を呈し,両片とも焼成は良好である。(8)は縄文 を

施してある。色調は赤褐色を呈し,焼成は不良,胎土中に多量の長石粒を含む。(9～10)は高く,

また太い隆帯をつけてあり,その上に刻目がみられる。(10)は隆帯の下で櫛形文を成している。

色調は黒褐色 (9),赤褐色 (10)を呈している。(11)は櫛形文をなしている。色調は赤褐色を呈

し,焼成は普通,胎土中に多くの長石や石英を含んでいる。

(12～ 13)は粘土紐による貼り付けが,割合に小さく,細いもの。色調は｀(12)は赤褐色,明黄褐・

色 (13)を呈し,焼成は双方とも良好,胎土中に多量の雲母(12),少量の長石(13)を含んでいる。

14～24)は遺構外のグリットか ら出土 した土器片である。 (14) はおせんべい式土器 と呼 lざ れ

りと思われる。色調は明黄褐色を             15)
は斜縄文を施してあるもの。胎土中に少量の繊維を含む。色調は茶褐色を呈し,焼成は普通である。

黒浜式土器と思われる。(16～17)は櫛形文の発達があり,隆帯の上に刻目を,それらの・間 に沈線

を不規則に配してある。色調は双方とも赤褐色を呈し,焼成は良好,胎土中に少量の雲母と長石を

含んでいる。勝坂式の新しい方に属していると思われる。 (18)は破片の上部は無文, 破片の中央

部には隆帯が左上から中央部で曲がり,それから垂下している。隆帯の縁に沿って細い沈線が回っ

ている。沈線の回っているその中に小さな刺突文を施してある。加曽利 E期の古い方 に属す る。

(19)は破片の中央部附近に沈線が垂下し,その右側に細かな斜縄文を配してある。色調は黄褐色

を呈し,焼成は中位,胎土中に多量の雲母を含んでいる。加曽利 E期の新しい方に属していると思

われる。                        ,

(20)は縄文地に弧状の沈線を配し,磨消縄文手法をとり入れている。色調は破片上部で明赤 褐

色,下部で黒褐色を呈し,焼成は良好で,胎土中に少量の長石を含んでいる。縄文後期後半に属し

ていると思われる。

(21)は沈線が横位に数条走っている。色調は黒褐色を呈する。縄文晩期前半に属すると思 われ

る。(22～23)は無文が主体を占め,外反する日縁部破片である。(23)は 日唇部に隆帯を付け,そ

の上に指頭圧痕文がみられる。色調は明黄褐色 (22),黒褐色 (23)を 呈する。 (22～23)は 縄 文

晩期前半と思われる。(24)は条痕文土器の仲間である。条痕を上部は斜目に,中部は横位 に, 下

部は斜目につけてある。色調は明黒褐色を呈し,焼成は良好である。縄文晩期後半に属すると思わ

れる。

―-15-―
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第 2節 顔 面 把 手 (第10図 ,図版 5)

本把手は第 2号住居址より出土したものである。現存するので,その高さは16Cm,左右は最大幅

20Cmを実測できる。顔面の頭部と思われるところには両側から隆起線を蛇行状に表現した結末を渦

巻文様風に意匠してある。おそらく, これは蛇の姿を図案化したものと思われる。顔面の境界は低

い隆線で円形状に工夫してある。眉毛は境界と同じような隆線で弧状に造作してある。眉毛と思わ

れるところの合わさった点に鼻と思われる部分がみられる。鼻は小さな刺突文を左右に施して鼻の

穴を表現していると思われる。日は木の葉状に沈線を施してある。日の下から変則的な沈線が奇妙

に見られるが,こ れは文身の跡だと推定できよう。日の部分が欠損しているのは残念である。勝坂

期にみられ,大深鉢の日縁にもとはついていたのであろう。 (飯塚政美)

第 3節 石

第10図 顔面把手実測図

器 (第11図 ,図版 7)

今回の発掘で出土した石器の総数は 7点である。(1)は グリット内から出土した硬砂岩の打製

石斧で,上部は欠損している。ま1離は石器の周囲にあり,それが刃部を成し,調整は丁寧である。
｀ (2)は グリット内から出土した緑泥岩の磨石で,上,下部ともに欠損している。磨石としては

極めて小さい。(3～ 5)は横刃形石器であり,三つとも石質で硬砂岩を利用してある。(3～ 4)

は第 2号住居址の覆土,(5)は グリットよりの出土であって, ともに刃部を下につけ,調整は良

好である。

(6～ 7)は ともに凹石である。 6は グリット内, 7は第 2号住居址よりそれぞれ出上し, 6は

17-―



安山岩, 7は硬砂岩を利用してある。(6)の一部は磨いた跡や,下部の一部に使用痕が認め られ

る。凹みの穴は 2つあり,深さは普通である。(7)は若千焼けており,凹みは二つ認められ, そ

れは割合に大きく, また浅かった。

0                     10cm

第11図 石器実測図

-18-



第Ⅳ章 ま と め

西箕輪中条地籍,山麓扇状地の扇頂部に展開する天庄Ⅱ遺跡の発掘調査を行った。発掘調査予定

面積が幅 5mと 狭い範囲であったので,遺構が存在しても完全な検出はないものと当初より予定し

ていた。
´

実際に発掘してみると,縄文中期中葉の竪穴住居址 1軒,縄文中期後葉の竪穴住居力[1軒の検出

をみた。

発掘地区の北側で発見された第 1号住居址は東側半分は用地外のために,発掘調査は不可能であ

った。黒色土層に構築された住居五ヒであり,炉は出土した土器の時代決定からして割合に小さな方

に属していると思われる。また,埋甕が 1カ 所みられたが,時期的に稀なケースとなる と思 わ れ

る。

第 2号住居五Lは第 1号住居址と大般同じような地層中に構築されてあり,用地内のほぼ中央部に

位置して発見されたので,その全体的な調査が可能であった。円形プランを呈し,割合に大きな規
模に属していると思われる。市内では数少ない勝坂式の住居力Lで,勝坂の古い方から新 しい方 ま

で,全般にわたって出土していた。ただ,本力上の時代決定は埋甕炉の使用してあった土器によって

考えるべきであろう。遺物の出土量はおびただしい量に達した。

土器について述べてみるならば,その編年的の説明にその主観を置こうと思う。第 6～ 8図は第

Ⅲ章遺物についてで詳細に述べてあるので,今回ははぶき,第 9図以降の拓影のところで触れるこ

ととする。

(1～ 4)は勝坂式,(5～ 7)は藤内式,(8～ 10)は勝坂式,(H)は 井戸尻式に,(14)
は縄文早期後葉から前期初頭に位置づけられる木島式,(15)は 縄文前期前半 の黒 浜 式,(16～
17)は縄文中期中葉の勝坂Ⅲ式,(18)は縄文中期後葉の加曽利EI式,(19)は縄文中期後葉の
加曽利 EⅡ 式,(20)は 安行式,(21～23)は大洞系統,(24)は 東海系の樫王,五貫森式土器に
含まれると思われる。

顔面把手はいままでに市内では数例しか発見されていない。有名なものとしては,月 見松遺跡出

土の縄文中期,顔面把手付大深鉢がある。これに次ぐものが,今回の第 2号住居力Lの ものと思われ
る。その大きさといい,姿,形 といい,月 見松遺跡出上のそれをまさっていると思われる。

石器は 7点出土したが,縄文中期時代の住居址が 2軒検出されたのに比較して少ない量である。
石質で,緑泥岩や,硬砂岩の使用はおそらく,三峰川や天竜川系統のうちに属し,おそらく,下か
ら西箕輪の地まではこんできたものと思われる。

天庄 Ⅱ遺跡の報告書作製に当たって,県教育委員会文化課,関東農政局伊那西部水利事業所職員
一同,調査団各先生,作業員各位に対し,深甚なる謝意を表する次第であります。

-19-
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顔面把手出土状況



土器出土状況
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図版 4 遺物出土状況
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図版5 出土遺物

顔面把手裏面



土器 (第 1号住居llL出土)

土器集中No5(第 2号住居llL出土)

図版 6 出土遺物

土器集中No4(第 2号住居jlL出土 ,

土器 (第 2号住居址出土 ,



土器埋甕炉 (第 2号住居址出土 ) 土器集中No6(第 2号住居址出土)

くヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

図版 7 出土遺物
出 土 石 器



天庄 Ⅱ遺跡

―緊急発掘調査報告―

昭和55年 3月 15日 印刷
昭和55年 3月 17日 発行

発行所 長野県伊那市教育委員会

印刷所 株式会社  き ようせい
東京都新宿区西五軒町52



堀 の 内 遺 跡



次目

目  次… ………………………………………………………………………………………………(1)

挿図目次…………………………………………………………………………………………………(2)

図版目次………………………………………………………………………………… ………………………………………(2)

第 I章

第H章 遺

第HI章 遺 物

第IV章 ま と め

第 1節 発掘調査の経緯……………………………………………………………………………(3)

第 2節 調査の組織………………………………………… ……… …… ……………………………(3)

第 3節 発掘日誌……………………………………………………………………………………(4)

第 1節 建物班L………………………………………………………………………………………(9)
第 2節 第 I区地層…………………………………………………………………………………(9)

第 3節 城郭址と堀址………………………………………………………………………………(11)

第 1節 土 器………………………………………………………………………………………(13)

第 2節 把 手……………………………………………………・…………………………………(16)

第 3節 石 器………………………………………………………………………………………(16)



挿 図 次

第 1図 第 I区遺構配置図……………………………………………………………………………(6)

第 2図 城郭址実測図…………………………………………………………………………………(7)

第 3図 建物址実測図…………………………………………………………………………………(9)

第 4図 第 I区土層実測図……………………………………………………………………………(10)
・第 5図 第 I区土層実測図……………………………………………………………………………(10)

第 6図 堀址実測図及び断面図………………………………………………………………………(11)

第 7図 土器実測図……………………………………………………………………………………(13)

第 8図 土器実測図…………………………r…………………………………………………………(14)

第 9図 土器拓影………………………………………………………………………………………(15)

第10図 把手実測図……………………………………………………………………………………(16)

第11図 石器実測図……………………………………・・:……………………………………………(16)

図 版

遺跡全景

遺  構

遺  構

造  構

遺構 0土層及び遺物出土状況

出土遺物

次

図版 1

図版 2

図版 3

図版 4

図版 5

図版 6

-2-



第 I章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査の経緯

西部開発事業の一環として,竜西地区に送水管を農林水産省直轄のもとに附設する計画が実施さ

れる運びとなった。伊那市においては,西箕輪,西春近地区がこれに該当し,昭和50年度に西箕輪

大泉新田塚畑遺跡,昭和51年度に西箕輪羽広財木遺跡,金鋳場遺跡の調査が行われてきた。本年度

は官垣外遺跡,天庄Ⅱ遺跡,堀の内遺跡,小花岡遺跡の発掘調査を実施するようになった。

昭和54年 7月 12日 県教育委員会より関指導主事が来伊し,予算査定をする。

昭和54年 7月 18日 西箕輪中条中条公民館にて地主との話し合いをする。

昭和54年 7月 23日  西箕輪中条中条公民館にて地主との話し合いをして,発掘承諾書をいただく。
昭和54年 7月 24日  伊那市長と関東農政局伊那西部農業水利事業所長との間で「埋蔵文化財包蔵
地発掘調査委託契約書」を締結し,契約後,ただちに発掘準備にとりかかった。

第 2節 調査の組織

堀の内遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  伊沢 一雄  伊那市教育委員会教育長

副 委 員 長  福沢総一郎  伊那市文化財審議委員会委員長
委   員  赤羽 映土  伊那市教育委員長
″    向山 辻雄  南信土地改良事務所長

調査事務局  北村 忠直  伊那市教育委員会前教育次長
″    三沢 昭吾      ″   教育次長
″    石倉 俊彦    ″   社会教育課長
″    有賀  武    ″   ″   課長補佐
″    米山 博章    ″   社会教育前係長
″    武田 則昭    ″   社会教育係長
″    沖村喜久江    ″   社会教育主事
発掘調査団

団   長  友野 良一  日本考古学協会会員
副 団 長  根津 清志  長野県考古学会会員
″    御子柴泰正    ″

調 査 員  飯塚 政美    ″
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誌第 3節 発 掘 日

|イ{和 54イ 119月 4H テントを現場へ移し,第 1区の |†∫側の位置に建てる。堀の内遺跡の北側の■

畑一||ヤを 11だ と決
y)る。テントができ次第, グリットを設定 していくっ グリットは 1辺を 2 nl× 2

nlに しておくの グリット名は南,束の角をAlに て,1〔か諄,71へ Aヽ C,南から北 1～ 18と する。

|イ{和 54イ 119月 5日  第 I区のAlか ら掘り始めていく。A5, B5附 近から多 lltの 11器片の||111

をみた。これらの |二器片は勝坂式,加曽利E式, 加l曽 利13式 ,晩期等々各種てあった。A7か らあ

とは沖1位が浅く, 50～ 60cnl位 で山サillの liネ バ|‖がみられた。夕方までかかって 1区の設定した

グリット全てに手をつけた。

IYイ 和54年 9月 6‖  第 I区のA4,A5,A6,134附 近の多JItの 上器出 li附近を拡 張 1_て ヽヽ

く。拡張していくと,黒色11層山iに多くの七器の出 liがみらiiたので、そのレ
ベノしをLli限において

拡張を進めていく。

|イ{和 54イ 119月 7日  昨日の黒色「11層 1奮 iを hi Fiし ていくと、 ところどころにかたい部分 力` な r)れ

た。 1片|く ところによると, この附近にりl治後
｀
11ま て家があったことは lf実てあり, したが・)て , そ

の 1ヽ時の 1111ilと 考えわれた。

|1召 和54年 9月 8日  本日は堀の内遺跡の城館のなかを 2区 としてグリットを設定した。グリット

は 1ヤjか ら北へA～ Cと ,

束か
')71へ

1～ 8と す

る。さらにlllllの セクショ

ンをとれるようにする。

‖F{和 54年 9り〕1011 堀

のなかに設定 したグリッ

トのllJ1 1)下げを実施して

いく。遺物は相当 1止出土

したが, 〕菫構のrr在は把

握できなかった。耕tの

深さは40～ 50cnl位 で,割

合に浅く,しかも範 lllが

限われていたので,夕方

まてWこは, |ま |ヂ グご f―ナ

る。所1は七クションをと
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るように掘り下げ,ほぼ完掘を終了する。堀底より人骨や朝鮮キセルの出土があった。    |

昭和54年 9月 11日 本日は明治後半に移築したと思われる家の土問附近の清掃をして写真撮影を

する。さらに,その平面,断面実測を終える。堀のセクションの清掃をして,写真撮影をする。城

館址の全体的な地形測量を行う。

昭和54年 9月 12日  昨日,実施した明治時代後半に移築した家の上間の下を掘り下げてみると,

多量の土器の出土はみられたが,遺構の存在ははっきりしなかった。堀のセクションを実測する。

城館力上の全体的な地形沢1量を行う。

昭和54年 9月 13日 明治時代後半に移築した家の土間の下を掘り下げていき,層位と土器の出土

状態を確認してみる。城館llLの全体的な地形測量を行う。本日をもって,堀の内遺跡の発掘を終了

し,あ とかたづけをする。                                ・

Π召和55年 1月 ～ 2月  遺物の整理,実没1,図面の整理,図版の作製,実測図の作製,原稿執筆,

報告書の作製及び編集,報告書を印刷所へ送る。

昭和55年 3月 報告書の刊行

作業員名簿                                     ∫

平沢公夫,池上大三,赤羽幸寿,唐木馨,原修一,後藤重美,登内政光,大野田三千代,小池八

重子,中村美さを,平沢八千子,小田切房子,保科徳子,自鳥あき子,井 日はる子,酒井とし子 1

(敬称略 順不同)F

(飯塚政美)、
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第 1節 建 物 址 (第 3図 ,図版 2)

本遺構は第 IttA 2～ A6,B2～ B6,C2～ C6の グリット附近の範囲内に広がっており,

発掘ができる用地内は帯状に細長くなっているために,その規模は不明であった。ただ,掘 ってい

く段階で,黒褐色土層面中にかたい面が,検出された。附近の古老に聞いてみるに,こ のところに

江戸時代の終わりころから明治時代に民家があったと聞いた。本遺構は当然,土台石で基礎を成し

ていたと思われるが,それは検出されなかった。前述したかたい面は土間的なものと思われる。A

4か らB4にかけて焼土の堆積がみられた。南側のB2附近に南北 l mlocm,東西 lm位の円形状

の落ち込みがみられた。掘り下げていくと,壁面はくずれないように粘上でつきかためてあった。

底面は大般平坦で,かたく,円周に沿って木桶を埋めたと思われる数Cmの溝状の落ち込みがみ ら

れ,さ らに南北に木桶の底に移動しないようにつけた木板の跡がみつかった。これらの満状のなか

から木片の破片がみられた。この遺構は位置,あ るいは状態からして,溜桶的な用途をなしていた

ものと思われる。遺物の出土は何もなかった。 (飯塚政美)

ゴ

I ttA3

CI

I ttA4

第 3図 建物llL実測図

第 2節 第 I区地層 (第 4～ 5図 ,図版 5)

第 4～ 5図は I区の地層図で,第 3図 と照合してみてもらいたい。山麓地帯なので堆積層序が複

雑で,かつ何層にも及んでいる。これらの層の間に土器片がサンドイッチ状に走 り込んでいた。

(飯塚政美)
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第 3節 城郭址と堀址 (第 2,6図 ,図版 3～ 4)

本城郭の存在する地形的な状態は次のようである。経ケ岳山系に連なる山麓扇状地の扇頂部にあ

たり,標高は858.6m～ 891m位のうちに位置している。等高線でみればすぐわかるように,全般的

な地形はわずかな角度で西から東へ傾斜している。形態は平山城であろう。

西側の外郭部 (第 2図の断面 E・ Fの西側をさす。)と東側の内郭部は一つの大きな堀によって

区別されている。外郭部の規模は南北約100m,東西約162m,比高差20。 4m程 ,内郭部の規模は南

北約 115m,東西約 94m,比高差12mをそれぞれ測定できる。

外郭部と内郭部の境界線上に南北に長さ約 48m,高 さ約 1.3mの土塁が構築してあった。外内郭

部ともに,現況は,山林や畑に利用されている。ところどころに両郭とも,段が数段にわたってみ

られるが,これは,かつて畑作用に利用されたものか,直接城郭に関係した遺構かは現在のところ

では判然としない。おそらく,全面的な発掘調査を実施したならば,こ の問題はある程度は解明で

きると思われる。
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ってきてうめたようである。
黒褐色上 (軟 らかである。)
黒茶褐色土 (1)
茶褐色土
黒茶褐色土 (2)
ロー ム

1′ III

第 6図 堀址実測図及び断面図
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堀址は人工的なのと,自然の沢を利用したのと二つに大別できる。外郭部に連なる堀址は城郭の

最西端は北側の堀と,南側の自然の沢と連結している。南側の沢は幅約22m,深 さ約 9mを測定で

き,急傾斜の段丘崖を形成している。北側の堀は幅5m50CIll,深 さ3m20Clllを 測定できる (現況は

埋まってしまってその規模は用地内で堀l■の発掘を行った部分の数値をもとにしている。)。 この発

掘した部分の地層は第 6図堀址実測図及び断面図により,上から耕土,黒褐色土,撹乱層,黒褐色

土,黒茶褐色土 (1), 茶褐色土, 黒褐色土 (2)の層序で堆積していた。掘り込み面はローム層

であり,上部はソフトローム層,下部はハードローム層の様相を呈していた。この堀址は先に述べ

た連結部から東西に約 160m位続き,外郭と内郭の境界を成す堀へと続いている。この堀址は勾配

からして,さ きの連結部より最初は水を取 り入れて,流 し掘りにし,あ とで手を入れて,か っこう

をよくしたものと思われる。

両郭の境界を成す堀址は南から北への傾斜があり,こ れも最初は南側の沢をとめて,水を取 り入

れ,流 し掘りにしたものと思われる。規模は埋まってしまって,は っきりした構築時の数値は把握

できないが,現況では長さ約60rn,平均幅約 9m,深さ約 3mを沢1定できる。

南側の沢は先に述べた連結部より東へ約 160m程流れると両郭境界の堀に至る。この附近は幅約

31m,深 さ約10m程を測る。さらに東流して約90m程行くと,鍵の手に北へ流れる。この附近の幅

約 6～ 7m,深 さ約2.5mを測る。
‐
北流して約36mほ ど行くと,鍵の手に東へ続く。この状態は現在

では自然の小さな沢ではあるが,城郭址の堀に利用するために,わざと,川筋を曲げたものと思わ

れる。自然の川にしては,こ のような曲折の仕方はまずありえないと思われる。

北側の沢は幅約10m,深さ約 3～ 4m程を測る。この沢の西側は両郭境界の堀と接し,東へ流れ

て,西箕輪中条公民館の南側で,南側の沢と一緒になっている。

「.篠田徳登氏『伊那の古城』によれば,『中条公民館の右裏手を上手村,左手を垣外村,下手を下

村と呼んでいる。この城館址は上手村と垣外村にはさまれたところに位置して構築されている。南

側の川はしろの堀と言っている。この川は氾濫すると見えて,砂防ダムや保安林がみられる。城の

内郭部を中垣外,外郭部をあしだやしきと言っている。中垣外は現在は桑畑や松林に利用されてい

る。』

今回の発掘は部分的であったので城郭址に関連する遺物の出土は何もなかったが,全面発掘をし

たならば,遺物の出土があると思われる。中垣外という小字名からして,城郭址の居館の中心部は

この地と思われる。

最後に,こ の城郭址の測量に地主側の立場から御協力下さった東京都大田区在住小阪雨異秀氏に

厚く感謝する次第であります。

(飯塚政美)
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第Ⅲ章 遺 物

第 1節 土   器 (第 7～ 9図 ,図版3～ 4)

第 7図の土器は第 IttA 3よ り出土した。胴部上半と日縁部は欠損しているので,器高は不明で

ある。底径は 6。 7Cmを測定できる。文様はLR縄文を斜目に施文し,その上に沈線を一部では弧

状,ま た一部では方形状に配してある。色調は茶褐

色を呈し,焼成は良好,胎土に少量の雲母を含む。

'本土器は加曽利 E期に属していると思われる。

第 8図の 1は第 IttA 3の グリットで出土した土

器である。日縁径は31Cm,器 高,最大径,底径は下

部が大部分欠損しているので不明である。器厚は10

Cm内外を測定できる。器形は現存する部分より察し

て,胴部に.ふ くらみを有する平縁日縁の深鉢型土器

である。

日縁上部の文様は大般等間隔に隆線による渦巻文

を目唇部に向かって半円形に配し,結末は口唇部よ 第 7図 土器実測図

りやや上につき出ている。隆線によって囲まれた中に刻目をつけてある。日縁中央部の文様は半円

形に配した文様から下に向かって粘土紐を斜目状に,左右対称状に,長円形に配し:その結末は胴

部上部にまで達する。胴部上部の文様は粘土紐を横位に貼 りつけ,その間に刻目をつけてある。百

縁から胴部にかけての主体文様は半割竹管による沈線を縦横,斜 目状に不規則に配してある。 …∫

焼成は良好で,少量の長石を含む,茶褐色を呈する。本土器は縄文中期後葉の前半,つ まり加曽

利E期の古い方に属すると思われる。

第 8図の 2は第 IttA 4よ り出上した土器である。日縁径は37Cm,器高は21.6Cm,底径13.4Cm,

器厚は 1.lCm内外を測定できる。文様は外面全て無文である。日縁部がわずかに内反する平縁日縁

浅鉢型土器である。焼成は普通で,胎土に長石粒を含む,黄褐色を呈する。

第 9図の土器拓影を説明する。(1)は胎土に多量の繊維を含んでいる。文様は無文である。縄文

早期末葉に位置づけられよう。 (2～ 3)は縄文前期に位置づけられるもの,(2)は荒い縄文の上

に細い粘土紐を貼り付けその上に大きな爪形文を配してある。(3)は斜縄文や横位の縄文が入って

いる。(2)は北白川下層式と思われる。(4)は平出 3A式 と呼ばれている土器で,沈線が横位や縦

位に施してある。(5)は沈線と刻目が顕著にみられるもの。(6)は,(4)と 文様は類似 してい る

が,ただ,破片上部に精円状に隆起文がみられる。 (7)は低い隆帯が走り,その縁沿いに刻目が

みられる。 (8～ 9)は高い隆線がみられ,その上に刻目のつけてあるもの。(8)は櫛形文状にな

っている。 (5～ 9)は縄文中期中葉に位置づけられると思われる。一般的に言われている勝坂式

-13-



第 8図 土器実測図

の一派であろう。 (10)は細い粘土紐を縦位に貼 り付け,それらの間をはしご状に横位につ け て あ

る。これは加曽利 E期の古い方に位置づけられると思われる。

(12).は粘土紐を渦巻状につけてあるもの,(13～14)は縄文地に懸垂文のみられるもの,(13)は

懸垂文が蛇行状に,(14)は それが直線状に走っている。 (11～ 14)は加曽利 E期の土器 と思 わ れ

る。(15)は磨消縄文的な手法のみられるもの。 (16～ 17)は無文であるが,焼成は極めて良好であ

って,胎土もち密である。 (18～ 20)は条痕文土器といわれている一派である。条痕の な か で も

-14-



(18)は害1合に粗い。(16～ 17)は縄文晩期のなかでも古い方に属し,(18～20)は縄文晩期の新しい

方に位置づけられると思われる。以上,縄文土器を拓影によって述べてきたが全般的になて縄文早

期末葉から縄文前期,縄文中期,縄文後期,縄文晩期と各時期にわたって出土していることがわか

った。さらに北白川下層式のように関西系土器の出土は東西文化交流の上で重大な問題点を提供し

てくれた。

(飯塚政美)
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第 2節 把   手 (第 10図 ,図版6)

本遺物は第 IttB 5よ り出土した。全体的な形はどうもハ虫類の一種である トカゲの頭を抽象化

して形造したものと思われる。

してあり,全体的にみるとトサカのようなものと思われる。 第10図  把手実測図
色調は黒褐色を呈し,焼成は中位である。胎土中には多量の長石を含んでいる。時期的には把手
の隆盛する勝坂式の一派に含まれるものと思われる。 (飯塚政美)

第 3節 石 器 (第 11図 ,図版6)

今回の発掘で出土した石器の総数は 7点である。 (1

全て打製石斧に属していると思われる。石質は,(1,
る。 1は分銅型,(2～ 3)は下部がわずかに開く撥形 ,

?*J讐調整
は丁寧であるが (4)は粗雑な姿であった。

(5)はィリット内の出土で,緑泥岩の小型磨製石斧である。刃部や象J離の調整は丁寧で全面に及
んでいた。

(6)は グリット内の出

上で,硬砂岩を利用し,

両端を打ち欠いて凹みを

入れた石錘である。欠い

た部分は丁寧に祭1離を入

～ 4)は グリット内から出土したもので,

2, 4)は 緑泥岩,(3)は泥岩を用いてあ

(4)は不整形状を呈している。(1～ 3)

れて使用がうまくできる 〇
ようにしてある。重さは

25gを測る。

(7)は グリット内出土

で,安山岩を利用した石

Illlの破片で,大部分は欠

損してしまって い るの

で,大 きさや,中央部の

凹みの大きさや深さは不

明である。

(飯塚政美)
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第Ⅳ章 ま と め

堀の内遺跡を考える場合,そのなかにある中城の居館址についての歴史的背景を考えてみなけれ

ばならない。篠田徳登氏の『伊那の古城』によれば,次のようになる。『中条氏は郡記,古系 に よ

ると,天文元年 (1532)に上杉定実の家臣,唐沢隼人源ノ昌綱という人がこの地に居館を構えた。

その子唐沢備前義景の代に,飯島町石曽根に移った。弘治 2年 (1556)武田信玄伊那侵入の際に,

父子ともども,領地没収にあった。』なお,飯島町石曽根に館を構えた所は現在「唐沢城」と呼 ば

れ,昭和49年度飯島町教育委員会で発掘調査を実施し,現在報告書が刊行されている。

南信伊那史料 (伊那武鑑根元記)に よれば『中条氏は応永 8年 (1401), この村に来たりて居を

構え在名をもって家名とし代々これに住む。初代は笠原中務少1哺,弟左近進信政。次が中条新左ヱ

門信度。左馬の助信辰。左近進信政に至り,中条の八ツ手のうちにて百五十貫文を領して住むと。

この時高速の仁科五郎盛信に属していたが天正10年織田の高遠討入の時防戦に加わったが遂に利あ

らずして討死し,家名を失ってしまつた。その長子八郎は民間に降ると』と記 してある。

以上歴史的背景を文献によって述べてきたが,今度は部分的ではあるが,実際に発掘した成果に

韮づいて考察してみよう。城郭址の規模及び城郭址に関係した遺構等々については本文中第 Ⅱ章 ,・

第 3節城郭址と堀班Lに詳細に述べておいたので,今回は割愛させていただく。全般的になて,第 6

図堀班L実測図及び断面図より,堀は箱薬研的な形態を成してお り,堀の変遷からみて,室町中期以

降と考えられる。全面的な発掘調査が可能であったならば確実なる時代決定のできる遺物が出土し

たと思われるが,一部分だけであったので,何も遺物の出土しなかったことはおしまれる点であ
・

る。                  .

第 I区 より検出された建物址は近世から近代へ至る民家であったろうと思われる。日一日と近代

的な家が建てられ,今は忘れさられようとしている民家がこのような状態で出土したことは,今後
`

の研究に大きなプラスとなると思 う。                         '

第 I区地j習内から土器が層状に出土した点を考えてみると,次の二つの問題提起がで き る と思「

う。第一として,遺跡地の地形が西から東への傾斜が強い。また,地層の層序が山麓の押し出しに｀

よる可能性が強 く考えられる。これらを総じてみると,土器流入説。第二として,出土状態からし

て,流入にしてはあまりにも重さな りのしかたが見事である点,さ らに土器片には流れてきたよう・

な磨耗の跡がみられない点,以上をもとに考えてみると,土器捨場説。

以上二つの説が考えられたが,諸条件を顧みて,後者の土器捨場説が最も妥当な線に落ち着 くも

のと思われる。この附近で出土した土器は縄文早期末葉,縄文前期,縄文中期,縄文後期,縄文晩
・

期の各時期にわたってお り,全ての時期に利用されたものと思われる。            、:

―-17-―
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第 I章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査の経緯

西部開発事業の一環として,竜西地区に送水管を農林水産省直轄のもとに附設する計画が実施さ

れる運びとなった。伊那市においては,西箕輸,西春近地区がこれに該当し,昭和50年度に西箕輪

大泉新田塚畑遺跡,昭和51年度に西箕輪羽広財木遺跡,金鋳場遺跡の調査が行われてきた。本年度

は官垣外遺跡,天庄Ⅱ遺跡,堀の内遺跡,小花岡遺跡の発掘調査を実施するようになった。

昭和54年 7月 12日 県教育委員会より関指導主事が来伊し,予算査定をする。

昭和54年 7月 18日 西箕輪中条中条公民館にて地主との話し合いをする。

昭和54年 7月 23日  西箕輪中条中条公民館にて地主との話し合いをして,発掘承諾書をいただ

く。

昭和54年 7月 24日 ,伊那市長と関東農政局伊那西部農業水利事業所長との間で「埋蔵文化財包蔵

地発掘調査委託契約書」を締結し,契約後,ただちに発掘準備にとりかかった。

第 2節 調査の組織                          ―

小花岡遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  伊沢 一雄  伊那市教育委員会教育長

副 委 員 長  福沢総一郎  伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  赤羽 映土  伊那市教育委員長
″    向山 辻雄  南信土地改良事務所長

調査事務局  北村 昭直  伊那市教育委員会前教育次長
″    三沢 省吾     ″    教育次長
″    石倉 俊彦     ″    社会教育課長
″    有賀  武     ″     ″ 課長補佐
″    米山 博章     ″    社会教育前係長
″    武田 則昭     ″    社会教育係長
″    沖村喜久江     ″    社会教育主事

発掘調査団

団   長  友野 良一  日本考古学協会会員

副 団 長  根津 清志  長野県考古学会会員
″    御子柴泰正     ″

調 査 員  飯塚 政美     ″

―-3-



調査員

″

″

″

第 3節

福沢 幸一

田畑 辰雄
/1ヽ木fl 清

春日 徳明

発 掘 日誌

長野県考古学会会員

″

官田村考占学友の会会長

大正大学学生

昭和54年 8月 18日  朝,現場へ集合し, グリットを設定し,1ヒ供1は I区,南側はⅡ区と決め, グ

リットは北から南 1～23,東かい西へA～ C, と決める。雨降りとなってきたので,午前10時をも

って終了する。

昭和54118月 20 Fl それぞオlの グリットを掘り下げていくと,数 力所にわたって落ち込みがみら

れたが,果たして, これが遺構になるかはまだ判然とせず,その正体は不明である。

昭和54年 8月 21日  時々,雨が降ったが, グリット掘りをそのままつづけていく。昨日の遺構と

なりそうなところは雨のためにそのままにしておく。

昭和54年 8月 2211 台風の影響により,毎 [1雨が降ったり,やんだりしたが,昨 11に 引続いて,

グリット掘りを南へ南へと押していく。

日召和154年 8月 23ロ  グリット掘りを実施したところで,セ クションがとオlる ように断面をきれい

にする。

昭和54118月 24日  遺構になりそうなところを第 1号土拡とし, また,その南側を第 1号住居址

と名をつけて掘り下げをつづけていく。第 1号土拡はロー′、マウンドを伴うものとなり,なかから

縄文中期土器片の出土を

みた。第 1号土拡のセク

ションをとる。

昭和54年 8月 25日  第

1号土拡のセクションを

とって掘り下げをつづけ

ていく。同様に第 1号住

居址の掘り下げもつづけ

ていく。

昭和54年 8月 27日  第
1号土拡の平面,断面実

測を終「 する。地層図を

作製する。第 1号住居址

の掘り下げをつづけてい

く。

昭和54年 8月 28日  第 発 掘 風 景

-4-



1号住居址の完掘をし,その清掃をし,午後,写真撮影を済ませる。ひろげた段階で,東側の境界

近くに新道式の上器が伏せって出土した。

昭和54年 8月 29日  テントをつくってあった用地の北側の方にグリットを設けて掘り進めていく

と, ロームマウンドを伴う土拡がみつかり,第 2号土拡とする。全員を投入して,そのプラン確認

につとめる。

昭和54年 8月 30日  プラン確認をして,掘 り始めてみると, ロームマウンドは東側にあり,その

すぐ西側に落ち込み状の掘り込みが発見された。面積があまりなかったので,夕方までには完掘で

きえた。

昭和54年 8月 31日  現場のあとかたづけをして,テ ントをとりこわして,一応,本 日で小花岡遺

跡の現場を終了する。第 2号土拡の清掃,写真撮影を終える。平面,断面の両実測終了,全測図の

作製

昭和55年 1月 ～2月 遺物の整理,遺構・遺物の図面整理,報告書の原稿執筆,報告書の作製,I

報告書を印刷所へ送る。

llLJ和55年 3月  報告書の刊行                             1
(飯塚政美 )

作業員名簿                                     .

平沢公夫,池上大三,赤羽幸寿,唐木馨,原修一,後藤重美。登内政光,大野田三千代,小池八

重子,中村美さを,平沢八千子,小田切房子,保科徳子,自鳥あき子,井口はる子,酒井とし子,1.

有賀鬼久雄,小池亘,工藤りよ子,飯塚真佐志,田中真弓,小沢邦彦,北原浩彦       :
(敬称略 順不同)



第 Ⅱ

第 1節 住 居 址

|よ り65Clll位下ったローム層を掘り込んで構築して

1査は不可能であるが,想像するに円形状を成すと

思われる。規模は南北は不明であるが,東西は7m程度であった。壁高は浅くて10Clll内 外 であ っ

た。壁面は全般的に軟弱で,9凸溢者Lい。

床面は一部分でかたいところはあったが,全般的には軟弱であった。炉は中央部附近に焼土が発

見され,地床炉と思われる。ピットは多数発見されたが主柱穴となりそうなのは深いものがそうだ

と思われる。

遺物は南側の方に土器一個体分がびしゃっとつぶれるような状態で出土した。この上器より本址

c滑
文中期中葉のはじめごろと思われる。新道式と思われる。

胸醸

卜40P34~6

土早 澁屋

３０

１７

Ｐ

一

P26~22.50
B

第 2図 第 1号住居址実測図
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第 2節 土 拡

第 1号土拡 (第 3図,図版 2)

本土拡は第 1号住居址に近接して, ローム層を掘り込んで築いてある。土拡に北,西,南へと回

っており,それが,いわば溝状になっている。土拡状になっているうちでも北側の規模は南北 75

Cm,東西 2m20Cmで ,す りばち状に落ち込み,壁面は軟弱で凹凸が顕著であった。西側の規模は南

北 2m50Cm,束西45CIIlほ どで,細長く,す りばち状に落ち込み,壁面は軟弱で,凹凸が顕著であっ

た。床面はすりばち状になり,かたく,凹凸が顕著であった。南束の一角に南北 l m80Cm,東西 2

m10Cmほ どの規模で, ローム層をマウンド

状に構築してあり,いわばロームマウンド

を伴う土拡と思われる。

遺物は土拡のなかから縄文中期後半の土

器片がかたまって出土し, したがって,本

土拡は同期のものと思われる。

第 2号土拡 (第 4図,図版 3)

本土拡は発掘地区の北側の方に検出され

た。表土面より80Clll位下ったローム層面を 第 3図 第 1号土拡実測図 '

掘り込んで構築してあり,平面プランは不整円形状を成している。その規模は南北 l m50CIll,東 西

85Cmほ どを成している。壁高は10～ 20m前後であり,西側はその状態が内弯気味,東側は外傾気

味,南,北は垂直に近かった。壁面は軟弱

気味で凹凸がはげしい。

床面はローム層でかたくなっており,凹

凸が顕著であった。本土拡もロームマウン

ドをもった土拡であった。北側のローム層

面での堅い面は何か遺構の匂いを漂わせた

が,その実体は不明である。遺物の出土は

ｍヽ

くヽ

`8

何もみられず, したがって,時期不明であイЭ肇
=ll″

―

る。この床面は本遺構とは直接的に関係な

く,別遺構のものと思われる。
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細礫を含む。)
nl

第 5図 土層実測図

第Ⅲ章 遺

第 1節 土   器 (第 6～ 8図 ,図版3～ 4)

第 6図の土器は第 1号住居址の床面上より10Clll位

浮いた高さに,つぶれるような状態で出土した。日

縁径は21.6CIll,器高は37.7Clll,最大径は21.6Cm,器

厚は0.8CIn内外,底径は 13.8Cmをそれぞれ測定でき

る。器形は口縁は平縁で, 日唇部は若干,内側へそ

がれている。胴部は若干,つぼまり気味,底部はや

やふくらみ気味である。全体的には円筒形状に近い

深鉢型土器である。日縁上部の文様は日唇部に密着

して渦巻状の突起をつけ,他は無文帯が見られる。

日縁下部は隆線による三日月状の区画を構成し,隆

線の縁,区画のなかに一部は刻日,一部は爪形文様

風に文様を配し,意匠的効果を上げている。胴部上

部の文様は隆線による区画文を三角形状に配し,そ

れらのなかに爪形文を配してある。胴下部は隆線を

一部では, こぶ状,楕円形状に垂下させ,それらに

爪形文をつけてある。底部は無文が主体をなしてい

る。色調は茶褐色を呈し,焼成は良好である。胎土

は長石,石英をかなり含んでいる。本土器は関東の阿

玉台式,信州の新道式に併行するものと思われる。 0

第 6図 土器実測図
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ど
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第 7図の土器は第 1号住居址の床面上より約30Cm位浮いた

面に出土した土器である。日縁部は欠損しているので,器高

は不明である。底径は19Cmであ り,器厚は 8 Clll内 外を測定で

きる。この図に記載してある部分は縄文中期中葉に見られる

カップ型土器の器台の部分と思われる。器台の底径12.8Cm,

高さは10。 6Cmを 測定できる。器台の底部近くに若干,内側ヘ

折れ曲がっている。

焼成は部分的に良好と普通とが区別できた。胎土は多量の

長石,雲母,石英を含む。壁面にそれらの合有物が露出して

0                           10cm

第 7図 土器実測図
いる。

色調は茶褐色の部分と,赤味を帯びている面とが歴然としていた。出土した住居址からして,第
6図の土器と編年的に一致する時期と思われる。

第 8図の (1～ 3)は第 1号土拡内より出土した土器である。 1は壁面にわずかに細線が走って
いる。 (2～ 3)は無文ではあるが,おそらくこの 3片は同一個体と思われる。焼成は普 通 で あ
る。色調は黒褐色を呈し, 3片 とも外面に多量の炭化物の附着がみられた。胎土には多くの長石や

石英を含んでいた。縄文中期後葉に位置づけられる。

(4～20)は遺構外のグリットから出土した土器は一応,編年的に,あ るいは文様別に分類して

記載した。(4)は細かな斜縄文の間にC字状の爪形文を配してある。破片から察する文様の配列は
・

爪形文,縄文,爪形文と交互に配列されているようである。焼成は良好,色調は茶褐色,胎土に多
｀

量の長石を含む。縄文中期前半に位置づけられると思われる。

(5～ 8)は隆帯や沈線の発達が著しい土器を集めた一群である。(5～ 6)は隆帯が見事 で あ
り,(7～ 8)は沈線が鋭く,深 くなっている。色調は (5～ 6)は赤褐色,(7)|ま黄褐色,(8)
は黒褐色を呈している。焼成は (5～ 8)は不良,(6～ 7)は 良好であ る。胎土は (5, 8)は
多量の雲母を含んでいる。(9)は器面全体を荒い縄文が見られる。赤褐色を呈し,少量の長 石 を
含み,焼成は普通である。 (10～ 13)は櫛形文の発達が見られる土器のあつまりである。櫛形文の

区画を成す一部が隆線になっているのは (10,12～ 13),沈線になって ヽヽ るの が (11)で あ る。

(10)は赤黄褐色,(11～ 12)は明黄褐色,(13)は赤褐色を呈していた。焼成ば (10,13)は普
通,(11～ 12)は不良であった。胎土は 4破片全て,少量の長石を含んでいた。 (5～ 13)は縄文
中期中葉に含まれると思われる。

(14～ 18)は粘土紐の発達が著しいもの。粘土紐の発達を細かに観察してみると何種類かに分類
できる。単純な粘土紐だけのもの(14),粘土紐が横位に見られ,その間に爪形文を配してあるもの
(16),粘土紐が太く,縦位にあり,それによって区画されたなかに刻目のあるもの(18),粘土紐が
細 く,複雑多岐にみられるもの(15),粘土紐が細 く,縦位に走 り,は しご状にそれを貼 りつけてあ

｀

るもの (17)。 (14)は 明黄褐色,(15,17)は 黒褐色,(16)は 茶褐色,(18)は赤褐色を呈している。
`

焼成は (14)は良好,(15～ 18)は普通である。 (18)の 内面には黒々と多量の炭化物の附着がみら
れた。胎土は (14～ 17)では多量の長石を,(18)は 多量の雲母を含んでいた。

―-11-



(19)は破片外面の両側に斜縄文を配し, これらの縄文帯にはさまれて縦位に隆 起 状, 沈 線 状

の懸垂文が走っている。黒褐色を呈し,焼成は良好である。胎土中に多量の長石や雲 母 を含 む。

(14～ 19)は縄文中期後葉に位置づけられると思われる。

(20)は破片上部には無文地に細い沈線を二本ずつ平行に山形状に配し,中央部では同様に二本の

沈線を横位に走らせている。これらの文様が大般中央部で連結するようになっている。この破片は

縄文後期中葉ごろと思われる。

(飯塚政美)
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第 2節 石   器 (第 9図 ,図版4)

今回の発掘で出土した石器の総数は全部で5点である。打製石斧 (第 9図 (1～ 2))は ともに硬

砂岩であり,撥形を呈し,調整を丁寧にしてある。ともにグリット内より出土している。

(3)は第 1号住居址より出土した打製石斧であり,石質は硬砂岩,上部は欠損しているが,調整

は割合に良好である。短冊形を成している。

(4)は グリット内より出土した黒耀石製の打製石鏃で,有脚鏃に属し,先端部は欠損しているも

のの調整は良好である。

(5)は グリット内より出土した硬砂岩製の横刃形石器である。下端部に祭1離を加え,刃部をつく

っている。側面の一部に使用痕の跡がみられる。

(飯塚政美)
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第 9図 石器実測図
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第Ⅳ章 ま と め

小花岡遺跡は縄文時代の遺跡であって,西部送水管路線予定地はその遺跡中央部を横 切 って お

り,そのなかに縄文時代の竪穴住居址 1軒 と,マ ウンドを伴 う土拡 2基が発見された。

住居i止は縄文中期中葉ごろのものである。その全体的な状況は東側が用地外のために不明であっ      ‐.

た。したがって,その詳細なことについては不明であった。

土拡についても,二つともロームマウンドを持っていた。全般的地形を考えてみるに,土拡の存

在した面はかなりの傾斜地であったのが,人為的なものか,自然的なものかは疑間が残る。ただ,       ・

第 1号土拡は土器出土状態からして人為的な可能性が強い。

土器については前で細かに述べてあるので第 8図の土器拓影に基づいて,編年的に述べてみよう

と思う。

第 8図 (1～ 3)は加曽利 E式,(4)は晴ケ峯系統,(5～ 13)は勝坂式,(14～ 19)は加曽利 E

式,(20)は加曽利 B式であろう。

石器は 5点出土したが,今回の西箕輪地区 4遺跡のうちでは唯一の石鏃の出土がみられた。

最後に炎天下のもとに発掘調査に御協力下さった関東農政局伊那西部農業水利事業所職員一同 ,

調査団の諸先生,作業員各皆様方に深甚なる感謝を致します。

この報告書が今後考古学研究に役だつことを念じて,ま とめとする。

(飯塚政美)
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遺跡地遠景 (南側より眺むリ

遺跡地近景 (北側より眺むつ

図版 1 遺跡全景
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第 2号土拡

土器出土状況 (第 !号住居llL出 土 )

土器出土状況 (第 1号住居址出土)

図版 3 遺構及び遺物出土状況



ず .‐燒 F ″
土器 (第 1号住居址出土 ) 土器 (第 1号住居址出土 )

濃
出 土 石 器

図版 4 出土遺物



小花岡遺跡
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